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ガイドラインの趣旨・活用方法

課題   １　趣旨
本ガイドラインは、人口減少下で地域の土地の使い方について困っている市町村職員や地域

住民に向けて、「検討・実施の手順」「留意点」「参考事例」等を解決の糸口として提示することで、

持続可能でより良い土地の使い方の実現を目指すものです。

内容は、2017 年に国土交通省国土政策局が作成した国土管理に関する事例ガイド「これから

の時代の地域デザイン」で紹介した取組・考え方をベースとして、国土審議会計画推進部会国

土管理専門委員会の 2018 年とりまとめ「人口減少下の持続可能な国土の利用・管理のために」

の議論・内容を取り入れた実用的なガイドラインです。

課題   ２　活用方法
ⅰ）取組のステージに合わせた情報提供

これまでの地域の土地の使い方に困っている人、より良い使い方を実践したい人がそれぞれ

活用できるよう、取組のステージごとに掲載しています。必要な情報を見つけるために、皆さ

まがお困りの段階に近い項目から見ることをお勧めします。

＜これまでの地域の土地の使い方に困っている人へ＞

「準備編」（右ページ参照）からお読みください。

　より良い土地の使い方を考える手順を示しています。

＜より良い地域の土地の使い方を考えており、実践に際して困っている人へ＞

「実践編」（右ページ参照）からお読みください。

　実践にあたっての課題とその対応を示しています。

ⅱ）お役立ち情報の検索・リンク

本ガイドラインには、より良い地域の土地の使い方に関するお役立ち情報として、検索用の

キーワード、実践的な手引き、統計データ、解説、参考事例等へのリンクが詰まっており、巻

末の「参考資料」にはリンク先のウェブサイト（URL）等を一覧で掲載しました。

　「■」マークについて

本文中「■」マークは、ウェブ画面上でクリックするとリンク先へ移動します。

■「これからの時代の地域デザイン」～いかす国土、まもる国土、つかう国土。～参考資料

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html


1　地域の土地の使い方で困っていませんか？

2　地域の土地の現状を把握・共有する
　　 ①　土地の課題や活用可能性を把握する

　　 ②　土地の所有者や境界を把握する

　　 ③　土地の現状の「分析・共有」「見える化」を図る

3　土地の使い方を選択する
3-1 地域に適した土地の使い方を選択する

①　地域自らが土地の使い方を選択する

②　土地利用の具体的な方向性を考える

3-2 土地の使い方による効果を整理する

①　期待する効果を整理する

②　多様な効果を意識する

4　土地の使い方を実現するときに留意すべき課題
4-1「人（主体）」「土地」「仕組み」の視点から

4-2「人（主体）」の視点に留意する

課題 ①：人（主体）の確保と維持

課題 ②：主体間の役割分担（自助、
共助、公助）と意識の共有

4-3「土地」の視点に留意する

課題 ①：土地所有者との合意・
調整

4-4「仕組み」の視点に留意する

課題 ①：国土の国民的経営の推進
と国土管理活動の収益化

課題 ②：公的な資源等の有効活用

5　取組の継続に向けて

持続可能でより良い地域の土地の使い方を実現

5-1　状況や計画を共有して継続性を担保する

　　 ①　関係者の合意を継続させるために工夫する

　　 参考資料：　事例一覧、国土の利用・管理に活用しうる補助金等、参考ウェブサイト

　　 ②　法定計画を有効に活用する

準備編

実践編

ガイドラインの構成
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．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P.33

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P.18
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地域の土地の使い方で困っていませんか？1
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2

林業活動を通じて管理されてきた森林において、エ
ネルギー革命や外国産材の輸入などにより手入れの
行き届かない部分が増加し、水源かん養機能等さま
ざまな公益的機能の低下が懸念されていました。

20 世帯、50 数人の集落において、高齢化による一
部農地の手入れ不足・荒廃が進み、景観の悪化や住
民のさらなる高齢化に危機感が持たれていました。

狭隘道路や行き止まり路の多い中心住宅地は、「建
築基準法上建替えが困難な敷地がある」「車社会に
非対応である」等の理由から建物の更新が進まず、
空き家・空き地化の進行が懸念されていました。

土砂採掘の際の森林伐採により裸地化した後、長年
放棄されクズや外来種が優占したため、クズを除く
地域の在来種が生育しにくく生物多様性の低下が課
題でした。

スキー場山麓にある丘陵地の雑木林に建設・運営さ
れてきたゴルフ場が、経営上の理由から閉鎖され、
跡地をどのように使っていくかが課題となっていま
した。

事例⑯ 手入れされていない森林の増加
（神奈川県）

事例38 集落内の農地荒廃
（臼杵市／大分県）

事例⑧ 中心市街地での空き家・空き地
化の進行（鶴岡市／山形県）

事例① 経営主体撤退によるゴルフ場の
閉鎖（富良野市／北海道）

事例⑬ 土砂採掘跡地の荒廃
（長南町／千葉県）

管理されない土地はありませんか？　例えば…
▶ 　管理されない森林 ▶ 　管理されない農地

▶ 　管理されない宅地 ▶ 　その他

今までの使い方ができなくなる土地はありませんか？　例えば…

http://www.mlit.go.jp/common/001275901.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275908.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275913.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275945.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275918.pdf
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事例㉔ 人工林の手入れ不足による洪水
リスクの増大（豊田市／愛知県）

事例⑳ 地震時における沿岸域への津波
被害想定（静岡県）

事例② 過剰利用等による自然海岸の破壊
（石狩市／北海道）

事例32 池の水面を活用した太陽光発電
の導入（笠岡市／岡山県）

事例34 主要産業であった林業の衰退
（西粟倉村／岡山県）

土地利用による地域への懸念はありませんか？　例えば…

よりよい土地の使い方を考えてみませんか？　例えば…

▶ 　地域にこのような土地がある場合は
次ページ以降へ

▶ 　災害リスク増大への懸念

▶ 　従来の自然環境の喪失

▶ 　既存の土地等への使い方の追加

▶ 　地域の産業・財政の低迷

市街地周辺の頻繁な洪水被害に加え、上流域の森林
の至る所で沢抜け（斜面崩壊）が確認され、洪水リ
スクを高めた要因の一つとして人工林の手入れ不足
問題が強く認識されるようになっていました。

南海トラフ巨大地震発生時に沿岸域の甚大な津波被
害が想定される静岡県では、防災・減災対策を国家
的使命と認識し、沿岸域に偏った県土利用のあり方
を見直す必要性が高まっていました。

国内有数の自然草原と日本最大規模の天然カシワ林
からなる自然海岸において、過剰なレジャー利用や
山菜採りなどにより、砂浜の植生や地形の破壊が顕
著に見られるようになっていました。

市町村合併協議からの離脱により産業や財政面での
自立が必要となったことに加え、西粟倉最大の資源
である人工林を活かした産業であり、地域活性化の
基盤となるべき林業の衰退が続いていました。

日射量の多さ等の地域特性を踏まえ、市内に大小
1000 カ所以上あるため池を活用し、ため池等本来の
治水・利水機能などを維持しつつ野鳥や魚の生息環
境にも配慮した太陽光発電事業が検討されました。

西粟倉村全体

http://www.mlit.go.jp/common/001275902.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275925.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275938.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275940.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275930.pdf
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準備編

①　土地の課題や
活用可能性を
把握する

②　土地の所有者や
境界を把握する

③　土地の現状の
「分析・共有」「見える化」を図る

地域の土地の現状を把握・共有する2
土地の現状の把握・共有は、つぎの①～③の手順で進めます。



2   地域の土地の現状を把握・共有する
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課題   １　土地の課題や活用可能性を把握する

課題   ２　土地の所有者や境界を把握する

課題   ３　土地の現状の「分析・共有」「見える化」を図る

●　「自然環境」「地域資源」「自然条件」「災害リスク」などの状況
を踏まえた課題・活用可能性の把握

●　土地利用の歴史の把握

●　課題となりそうな土地について、地域住民間での所有者・境界
の把握

●　地方公共団体による地籍調査の推進

●　把握した土地の課題・活用可能性の地域内外での分析・共有

集落内のことを把握していない人々との情報共有、共助による
地域の一体化

その効果

これまでの土地利用は、
地域の風土や文化に合致する可能性が高いと考えられます。

ポイント

鳥獣被害対策のための集落環境調査・集落環境診断などの実施具体的には

オープンデータも活用したGIS による「見える化」など具体的には

所有者・境界の把握の完了したところから、優先して今後の
取組を検討することも必要です。

ポイント

地籍調査の完了したところから、優先して今後の取組を検討
することも必要です。

ポイント

地域住民で話し合う機会などを活用具体的には

■所有者の所在の把握が難しい土地に関する探索・利活用のた
めのガイドライン（第 2版）／■地籍調査Webサイト

参考資料

■集落環境診断／■国土交通省ハザードマップポータルサイト参考資料

■地理空間情報ライブラリー参考資料

■国土情報ウェブマッピングシステム／■地理院地図（電子国
土 Web）／■自然環境調査 Web-GIS ／■都市構造可視化計画／
■地域課題検討のためのGIS を使った表現と分析の解説書

参考資料

事例33
クラウド、GIS の活用

土地所有者、樹木等の情報共
有と地図情報の管理

事例⑱
GIS を活用し農地
所有者等の情報を
集落住民間で共有

集落環境診断の実施

鳥獣被害の実態を地域住民で
把握・共有

事例⑱

施業界の確認・確定

地域住民が現場での確認・確
定作業に参加

事例㉔

事例39
長年の自然と共生
した地域づくりな
どの取組を評価

事例34
村内で完了した地
籍調査の結果を踏
まえ事業を実施

事例㉚
保全すべき参詣道
周辺の森林のうち
地籍調査完了箇所
を優先して公有化

http://www.pref.niigata.lg.jp/minamiuonuma_kenkou/1356807578598.html
https://disaportal.gsi.go.jp/
http://geolib.gsi.go.jp/
http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/iten/shoyusha.guideline.html
http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/iten/shoyusha.guideline.html
http://www.chiseki.go.jp/index.html
http://nrb-www.mlit.go.jp/webmapc/mapmain.html
https://maps.gsi.go.jp/
https://maps.gsi.go.jp/
http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html
https://mieruka.city/
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_chiikikadai_gis.html
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275930.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275936.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275939.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275940.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf
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準備編

3-1 地域に適した土地の使い方を選択する
課題   １　地域自らが土地の使い方を選択する

●　地域の現状、土地の履歴・特性などを踏まえ、地域の様々な主体による
合意形成により選択

●　選択する土地利用に向けた取組の空間的な広がりをイメージ

■　取組の空間的広がりのイメージ

狭い

広い

県内に複数の区域を設定し、複合的な施策・選択的国土利用を図る
“ふじのくに” のフロンティアを拓く取組

約6万haに渡る水源の森林エリアを定め、県民・企業・県が連携し
水源の森林を保全・再生

市内の森林を対象に、防災・減災の効果を意識し100年先を見据えた
計画的な森づくり

村内全域でグラウンドワークによる調整池の周辺整備と利活用

旧町村内の一部地域における、CSA（地域支援型農業）による
持続可能な農地景観の維持

地域主導の土地利用決定により集落景観を保全

地域を越える▶　事例⑭

都道府県域▶　事例⑳

市町村をまたぐ▶　事例⑯

市町村単位※1▶　事例㉔

旧市町村単位※2▶　事例37

小学校区程度※3▶　事例⑦

集落単位▶　事例38

地方と都市部の連携による森林整備（カーボン・オフセット）事業

※1　平成の合併後の市町村を想定
※2　昭和の合併後の市町村を想定
※3　昭和の合併前の市町村単位を想定

・現状と異なる土地の使い方を選択する場合、誰もが理解できる合理性が必要です。
・土地利用の実態や土地条件などを踏まえ、一つの地域内で様々な「選択」が
同時並行的に行われることも考えられます。

ポイント

■「これからの時代の地域デザイン」～いかす国土、まもる国土、つかう国土。～参考資料

土地の使い方を選択する3

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html
http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275914.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275925.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275930.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275944.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275945.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275918.pdf
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現状の使い方の維持・向上

●　荒廃した人工林への主伐、間伐、植樹などによる針広混交
林化【事例⑭】

●　山林の伐採・整備による緩衝帯整備、荒廃農地の再生

●　松くい虫被害の発生した水源林で樹種転換を含む森林整備

●　参詣道周辺を緩衝地域として森林整備【事例㉚】

●　村が私有林を預かり管理することで、長期的な集約施業を
実現【事例34】

　　等

過去の土地の使い方の回復

●　海岸砂丘の環境・防災機能の回復【事例②】

●　荒廃した森林を針広混交林として回復【事例⑪】

●　間伐、枝打ちなどの手入れの実施による水源林の保全・再生

●　台風による倒木の処理と跡地への植樹、ふさがれた散策路の
整備などによる自然景観の再生【事例㉑】

●　間伐材の利活用促進による放置竹林や山林の再生【事例㉖】

●　侵入木の除伐、野焼き、茅刈りなどの実施によるススキ草原
（茅場）・森林の回復

　　等

交流を促進する農業体験の実
施、荒廃農地の解消、ビオト
ープ整備など

事例⑱

地元市民との交流も図った、
森林整備作業の実施など

事例⑲

水源林づくりを実施するエリ
ア（図中緑色の部分）の設定、
森林整備の実施など

事例⑯

茅刈り等ススキ草原の回復、
ミズナラ林の択伐、外来種駆
除などの継続的な実施

事例⑩

課題   ２　土地利用の具体的な方向性を考える
効果を整理しながら、できるだけ具体的な土地の使い方を検討します。

▶　従来の使い方で
積極的に維持・回復

▶　従来の用途を踏まえた
アレンジや用途の追加

▶　新たな用途を見出し
土地利用を転換

新たな用途従来の用途

▶ 　選択する土地利用の方向性のイメージ

http://www.mlit.go.jp/common/001275910.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275911.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275914.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275923.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275926.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275932.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275936.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275940.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275918.pdf
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用途のアレンジなどによるコスト削減や収益向上

●　山間地に適した品種の栽培

●　菜の花プロジェクトによる耕作放棄地の再生

●　ドローン等 ICT による効率的な森林管理【事例33】

●　早生樹による低コスト森林経営の推進【事例35】

●　自伐型林業による初期投資の抑制【事例36】

　　等

これまでの用途を維持しつつ新たな用途を追加

●　空き地を活用した緑地の保全・創出【事例⑫】

●　防災・発電など農業用水の多面的利用【事例㉗】

●　ため池を活用した地域防災力の強化

●　遊水池やため池における太陽光発電

●　洪水調整池の安全性確保と、豊かな自然環境としての活用
【事例37】

　　等

事例⑦

事例㉓

事例㉘

事例32

寒冷地でも育つ新しい米の試
験栽培、伝統的な米作りや農
村風景の保全など

荒廃農地での菜の花・ひまわ
りの栽培、国産菜種油の生産
など

ため池周辺の遊歩道・親水護
岸の整備、災害時の農業用水
活用に関する協定締結など

池の水面を太陽光発電事業者
へ貸与、水面の占有料金で市
有インフラの維持管理

▶　従来の使い方で
積極的に維持・回復

▶　従来の用途を踏まえた
アレンジや用途の追加

▶　新たな用途を見出し
土地利用を転換

新たな用途従来の用途

▶ 　選択する土地利用の方向性のイメージ

http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275912.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275928.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275933.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275934.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275938.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275939.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275941.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275943.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275944.pdf
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地目の変更や「自然に返す」土地利用の推進

●　ゴルフ場跡地での庭園整備・自然再生【事例①】

●　牧草栽培に適さない土地への植林

●　津波防災区域内における芝の栽培【事例⑥】

●　照葉樹林帯の保護・復元【事例39】

●　土砂採掘跡地での墓苑運営・自然再生

　　等

地域の強靭化につながる居住地域の見直し

●　津波被災後の集団移転跡地の広場としての活用

●　地域ごとの事前復興計画の策定【事例⑳】

●　低平地での津波避難場所の整備【事例㉒】

●　土砂災害の危険性が高い山裾におけるバッファーゾーン整備

　　等

事例④

事例⑬

事例⑤

事例㉙

牧草地に適さない傾斜地や湿
地への植樹、野生生物の生息
する森を繋げる事業実施など

墓標などとして地域由来の在
来種の植樹など

災害危険性の高い山裾での住
宅立地を避け、長期的に集落
のコンパクト化を推進
集落区域

防集団地 

災害公営住宅 

災害公営住宅 

防集団地 高台移転 

津波により消失した沿岸部低
地集落の高台移転（図中赤点
線矢印）と、移転跡地の広場
等への活用

▶　従来の使い方で
積極的に維持・回復

▶　従来の用途を踏まえた
アレンジや用途の追加

▶　新たな用途を見出し
土地利用を転換

新たな用途従来の用途

▶ 　選択する土地利用の方向性のイメージ

http://www.mlit.go.jp/common/001275901.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275904.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275905.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275906.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275913.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275925.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275927.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275935.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf
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国土の管理水準の低下を防ぐ

3-2 土地の使い方による効果を整理する
課題   １　期待する効果を整理する

「適切な国土管理」の視点

●　低・未利用地の利活用（空き家・空き地・荒廃農地など）

●　農地や森林の荒廃の防止

●　健全な水循環の維持・回復

　　等

自然環境の保全・再生・活用につながる

「自然共生」の視点

●　生物多様性の確保

●　自然環境の保全・再生・活用（CO2 吸収など）

●　再生可能な資源利用

●　美しい景観の保全・再生・創出

　　等

地域に適した土地の使い方を選択する（P.8 ／ 3-1 参照）こととあわせて、選択した使い方に

より期待する効果を整理します。つぎの４つの視点を意識しながら、様々な効果を検討します。

事例⑪

＜期待する効果＞
継続的な森林管理・活用、
伐採した竹で作成した防護
柵による廃棄物の不法投棄
防止

事例⑬

＜期待する効果＞
土砂採掘跡地の自然再生、
周辺森林との一体的保全

■「これからの時代の地域デザイン」～いかす国土、まもる国土、つかう国土。～参考資料

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html
http://www.mlit.go.jp/common/001275911.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275913.pdf
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居住の安全・安心や災害時の被害軽減につながる

「防災・減災」の視点

●　国土・地域の強靭化

●　災害リスクの高い土地の利用制限

●　安全な地域への土地利用の誘導

●　防災インフラの整備・管理

　　等

経済的・社会的なプラス面をもたらす

「地域づくり」の視点

●　管理コストの低減

●　所得につながる事業効果

●　地域ブランドの形成

●　コミュニティの維持・活性化

●　交流・関係人口の拡大

　　等

事例㉗

＜期待する効果＞
あじさいまつりにおける田
んぼの綱引き等の多様な観
光・地域活性化

事例⑥

＜期待する効果＞
災害危険区域からの住宅移
転
緑地的土地利用
農地的土地利用

東松島市移転元地
土地利用基本計画

http://www.mlit.go.jp/common/001275906.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275933.pdf
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課題   ２　多様な効果を意識する
また、先の４つの視点における効果が、一つの取組において重複して発揮されることも意識

しながら整理を行います。ここでは、複数の視点における効果が発揮された各地の取組事例を

紹介します。

事
例
㉔

事
例
⑩

事
例
⑤

事
例
㉛

事
例
⑬

「適切な国土管理」に関する効果 「自然共生」に関する効果

●過密な人工林の健全化
●針広混交誘導林、保全天然林
では将来低コストで管理
●森林の水源涵養機能の向上

●森林生態系の保全・再生
●天然林の増加
●木材の循環利用

●ススキ草原（茅場）の回復
●ススキ草原（茅場）と
ミズナラ林の維持管理
●水源涵養機能の確保

●ススキ草原（茅場）と
ミズナラ二次林の生態系を
回復、保全
●里山の原風景を回復、保全

●被災跡地の計画的な土地利用
●住民による広場の管理

●用水の適切な維持管理

●未利用地（土砂採掘跡地）を
有効活用

●放棄され荒廃した土砂採掘跡
地の自然を再生し、
周辺の森林と一体的に保全

防災・減災の効果を意識し 100 年先を見据えた計画的な森づくり

都市住民と地域住民等が共同で茅場と森林を回復・維持・活用

津波で被災した低地の土地利用を住民主体で検討しコミュニティ広場等を整備

地域協働で大井手用水の維持と活用

土砂採掘跡地で植樹する墓苑を運営して自然再生

※　ここに示したもの以外の効果も存在しているが、ここでは特徴的な効果のみ抜粋している

■「これからの時代の地域デザイン」～いかす国土、まもる国土、つかう国土。～参考資料

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html
http://www.mlit.go.jp/common/001275910.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275930.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275937.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275905.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275913.pdf
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●国土保全機能が向上
●洪水被害の軽減

●地元林業の雇用増加
●地域材の需要拡大
●森林所有者等がまとまって
森づくりを進める際の
コミュニティ内の合意形成
●森林所有者の意識向上

●共同管理と活用による
コミュニティの活性化
●共同管理と活用の地域文化を
継承
●茅場・森林を活用した
グリーンツーリズムの展開

●シンボルとなる広場整備によ
る東日本大震災の記憶の継承

●推進体制の構築（住民主体の
組織設立）による持続的な
地域のまちづくりの実施

●体験学習等の教育活動を実施
●ビオトープを整備し
地域住民交流の場を創出

「防災・減災」に関する効果 「地域づくり」に関する効果





土地の使い方の実践実践編

17
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人（主体）

土地

仕組み
継続的な資金確保及び、
その枠組み・仕組み

について

取組の担い手や
主体の確保、

役割分担について

土地の使い方の検討、
土地利用に係る
合意形成について

準
備
編
で
選
択
し
た
「
土
地
の
使
い
方
」
を
実
現

留
意
す
べ
き
３
つ
の
課
題

4-1「人（主体）」「土地」「仕組み」の視点から
準備編で選択した「土地の使い方」を実現するときに、留意すべき課題は大きく３つです。

これら「人（主体）」「土地」「仕組み」の３つの視点ごとに整理した留意すべき課題を、4-2 か

ら 4-4 で示しています。

土地の使い方を実現するときに留意すべき課題4



4   土地の使い方を実現するときに留意すべき課題
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▶P.20 ／ 4-2 へ

▶P.24 ／ 4-3 へ

▶P.26 ／ 4-4 へ

事例⑧

専門家との協力関係の
構築
中心市街地の空き地の有効
利用のために NPO 法人を設
立し、専門的な知見やノウ
ハウを有する人材を活用す
るため、宅地建物取引士、
土地家屋調査士、行政書士、
建築士等の専門家団体との
協業体制を構築

利害調整を行う主体の
確立
空き家、空き地、狭隘道路
等の問題を一体的に解決す
るためにNPO法人を設立し、
相談に来る土地所有者の周
辺の関係所有者の協力も得
られるよう調整

行政各部局との横断的な
調整を担う組織の設置
中心市街地再編のための組
織としてNPO法人を設立し、
行政当局から一歩離れた立
場で住民や地権者に寄り添
い、関連部局との調整を一
元的に担う主体として活用

ⅰ）継続的に関与できる内外の人材や活動組織の確保

ⅱ）専門的な知識や技術を有する人材の確保
―「多様な効果」を生むために―

ⅲ）取組への参画の動機付けとモチベーションの維持

ⅰ）土地所有者との合意形成
―選択した「土地の使い方」の実現のために―

ⅱ）地域住民や他の土地所有者との利害調整
―「土地の使い方」による利害が相反する場合を想定―

ⅰ）多様な主体の参画の推進と役割分担の明確化
―「多様な効果」を生むために―

ⅰ）地域外の住民・団体を巻き込んだ国土の国民的経営の推進
―資金・人材の担い手として―

ⅱ）土地利用の収支の改善
―採算性に課題のある土地利用の持続に向けて―

ⅰ）公的機関等の多様な知恵・支援の活用
―「多様な効果」を生むために―

ⅱ）部局横断的な対応や横断的視点を持った対応
―「多様な効果」を生むために―

課題   １　：人（主体）の確保と維持

課題   １　：土地所有者との合意・調整

課題   １　：国土の国民的経営の推進と国土管理活動の収益化

課題   ２　：公的な資源等の有効活用

課題   ２　：主体間の役割分担と意識の共有

http://www.mlit.go.jp/common/001275908.pdf
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4-2「人（主体）」の視点に留意する

ⅰ）継続的に関与できる内外の人材や活動組織の確保

取組の継続に向けて

取組の担い手や主体の確保に向けて

関係する人材を掘り起こす

●　「関係人口※」にも着目した人材確保の裾野の拡大

※　関係人口とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」
でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のことです。

●　農業体験など、「体験と共有」を通じた人材の掘り起こし

●　国・都道府県などの公表する既存の人材ネットワークの活用

●　研究や課外活動のフィールドとして、学生・研究者などの
積極的な受け入れ

新たな取組の推進に向けて
（土地利用の転換、新たな用途の追加など）

多様な人材・活動組織の協力を得る

●　専門的な知見を有する人材・活動組織

●　多様な役割分担

次世代人材確保のための仕組をつくる

●　活動の中心となる組織（NPO・市民団体など）の設立

●　協定・計画等の策定（P.30 ／ 5-1①参照）

若手人材の確保

地域おこし協力隊の募集によ
る若手の確保

事例36

調整会議の設立
同会議が県、市、公益財団法
人と連携

事例⑰

事例⑦
体験交流会や食育
講演会等、消費者
への普及・啓発等

事例⑱
情報発信、集落内
の調整など、適材
適所の役割分担

事例39
関連する５者間の
協定締結による森
林管理

課題   １　：人（主体）の確保と維持

都市農村交流の促進その効果

取組の持続性向上、継続的な財源確保その効果

活動組織の継続的な参画の担保その効果

地元との調整役、外部への働きかけ　など具体的には

■地域への新しい入口『関係人口』ポータルサイト／
■2018 年とりまとめ　地方への人の流れを促進し、地
域の定住人口・関係人口を増やすために

参考資料

■森林施業プランナー認定制度ポータルサイト 認定森
林施業プランナー一覧／■森林総合監理士（フォレス
ター）／■バイオマス活用アドバイザーによる支援活動

参考資料

■コミュニティ団体運営の手引き／■ボランティア・
NPOを知る

参考資料

事例㉑
担い手として NPO
法人や地域住民等
からなる活動団体
を設立

http://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/
http://www.mlit.go.jp/common/001237295.pdf
http://shinrin-planner.com/data/ichiran/
http://shinrin-planner.com/data/ichiran/
http://www.rinya.maff.go.jp/j/ken_sidou/forester/
http://www.rinya.maff.go.jp/j/ken_sidou/forester/
http://www.jora.jp/txt/bmt/adviser.html
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/community_governance/27329_3.html
https://www.tvac.or.jp/shiru/
https://www.tvac.or.jp/shiru/
http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275920.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275926.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275943.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf


4   土地の使い方を実現するときに留意すべき課題

〈
実
践
編
〉

４
　
留
意
す
べ
き
課
題

21

外部人材の知見を得る

●　学識者、関係業界団体、専門コンサルタント等、専門家と
の協力関係の構築

●　国や都道府県などによる「人材バンク」等の設置

●　先進地域の既存組織や枠組みの参照

●　地域の取組への大学・NPO等の参画促進

地域人材の知見を得る

●　様々な知識や技術を有する地域人材の巻き込み

●　地域の取組に関するNPOの人材・知恵の活用

事例⑱

事例⑧
建築士等の専門家
団体との協業体制
の構築

鳥獣被害対策
集落として専門家を招聘し
対策を検討

地域内の建設会社出身者の
知見を活用

地域内GIS経験者の活用

ⅱ）専門的な知識や技術を有する人材の確保
―「多様な効果」を生むために―

後発地域が専門的知見、経験を得やすくなるその効果

活動主体やオブザーバーとしての取組への参画、
大学等への研究フィールドの提供　など

具体的には

重機免許保有、土地・不動産制度に詳しい　など具体的には 事例㉕
空き家対策にあた
り、大学教授（専
門：都市工学）よ
り助言

事例㉙
（公財）兵庫県ま
ちづくり技術セン
ターによる専門家
派遣事業実施

■まちづくり相談／■住まい・まちづくり支援建築会議参考資料

■地域づくり人の育成に関する手引き・地域づくり人育成
ハンドブック

参考資料

https://www.jsurp.jp/%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E7%9B%B8%E8%AB%87/
http://news-sv.aij.or.jp/shien/s2/
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/jinzai/index.html
http://www.mlit.go.jp/common/001275908.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275931.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275935.pdf
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地域住民・土地所有者の意識・知見の向上を図る

●　有識者によるサポート

●　先導的な事例の紹介・視察

●　地域住民間での情報・課題の共有

●　「前向きな主体」「できること」から始める小さな成功の積
み上げ

●　外部からの評価による地域の価値の再認識

行政の意識・知見の向上を図る

●　組織全体での課題の認識・共有

●　担当者のモチベーションの維持

事例㉙

事例⑤
NPO 法人から派遣
された都市計画の
専門家が広場整備
の検討を支援

事例⑦
まず地域内で米の
「食べ手」を確保、
やがて市外・県内
外都市部へ波及

事例⑱
自然体験活動と
GIS 活用による情
報・課題の共有

事例①
近隣の脚本家と連
携し、ロケ地とし
て再整備

地域再生等の専門家が
支援

住民による里山整備地
の視察

将来土地利用計画策定に際
し住民の合意に向けた助言

里山整備先進地での取組内
容・成果等をヒアリング

ⅲ）取組への参画の動機付けとモチベーションの維持

土地の使い方を選択する必要性の理解促進その効果

必要な知見の提供、動機付けを主導　など具体的には

・懐疑的な関係者の意識を変える
・広い地域や複数の主体を対象とした取組の推進

その効果

ICT の活用、情報の見える化　など具体的には

外部との交流活動、ゆかりある著名人の参画、
ロケ地としての活用　など

具体的には

■事例ガイド「これからの時代の地域デザイン」～いかす
国土、まもる国土、つかう国土。～

参考資料

■ICT 地域活性化ポータル参考資料

■ロケツーリズム参考資料

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/local_support/ict/index.html
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/locatourism.html
http://www.mlit.go.jp/common/001275901.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275935.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275905.pdf
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当初段階から実施

継続段階で実施

主体間の役割及び責任の分担を明確にする

●　新規団体と既存団体との関係性の整理

主体間の合意形成を図る

●　早期から地域住民が当事者として参画

●　取組の継続による関係主体の理解促進

●　法定計画への位置づけ等による合意の安定性
担保（P.31 ／ 5-1②参照）

●　担い手側のスキルアップ

●　見える化による主体間の情報共有

●　既存の地域組織などに対するアプローチ

●　議論・合意のための場への行政の積極的な関与

●　合意形成支援能力の高い外部人材の活用

●　関連する主体の議論・合意のための仕組みの構築

事例39
土地所有者、自然
保護団体、民間代
表者間の役割分担

事例38
地域の危機意識を
地域の利害関係者
間で共有

事例⑮
情報共有、意見交
換等のための連絡
会設置

事例㉗
用水の継続的維持
管理を通じた地域
との信頼関係構築

４者間の適切な分担

県によるハード整備とNPO
を主体とした森林保全

事例⑰

住民自ら計画策定

有識者が支援し、住民が災害
後の土地利用計画を策定

事例㉙

課題   ２　：主体間の役割分担（自助、共助、公助）と意識の共有
ⅰ）多様な主体の参画の推進と役割分担の明確化

―「多様な効果」を生むために―

取組当初

取組の継続
事例33

ドローンによる森
林モニタリングと
クラウド化による
共有

事例⑤
有識者の支援によ
り地域住民自らが
主体的にまちづく
りプラン策定

外部人材に対する地域住民からの反発を生まないその効果

主体間の合意形成の円滑化その効果

持続可能な国土利用・管理の重要性への気づきその効果

協議会、円卓会議　など具体的には

取組結果のモニタリング、情報のGIS 化　など具体的には

マネジメント力のある地域人材の発掘・育成　
など

具体的には

NPO法人
小網代野外活動
調整会議

かながわ
トラスト
みどり財団

活動に関する
基本合意

関連施設整備

環境保全活動

イベント等開催 散策路等施設整備、
維持管理

三浦市

神奈川県

http://www.mlit.go.jp/common/001275905.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275916.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275920.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275933.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275935.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275939.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275945.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf
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土地所有者とのコミュニケーションを密にする

●　土地の現状を改善する必要性についての丁寧な説明

土地の管理主体を選択する

＜所有者に管理する能力・意欲がある場合＞

●　土地所有者自らが取組の実施主体となり管理

＜所有者に管理する能力・意欲がない場合＞

●　管理能力を有する主体による管理を提案

取組の特性を踏まえ合意形成の進め方を検討する

●　土地所有者が合意しやすい合意形成手法の選択

●　土地所有者が法人の場合など、所有者の特性を踏まえたア
プローチの選択

農地の命山用地への転用
事例㉒

事例⑩
首都圏の担い手を
中心とした管理体
制の構築

事例㉓
民間企業が荒廃農
地を借りて菜の花
栽培

事例㉔
森林整備に際し、
所有界ではなく施
業界のみ合意

事例④
活用していない牧
草地における生態
系保全

事例39
土地所有者である
国、県、町等によ
る森林管理

事例⑰

県主導で開発事業
者（所有者）、保全
活動団体及び市と
協議を重ね、土地
利用計画をまとめ
ることで、当初開
発予定地において
重要な緑地が保全

4-3「土地」の視点に留意する
課題   １　：土地所有者との合意・調整
ⅰ）土地所有者との合意形成

―選択した「土地の使い方」の実現のために―

土地所有者との合意形成が最も簡単に実現その効果

土地利用の利益分配など、所有者への配慮が必要です。ポイント

土地所有者が協力しやすくなるような公益等に基づく
ストーリーの整理　など

具体的には

・複数の段階に分けた取組の実施
・土地所有者が合意しやすい部分のみを合意形成

具体的には

津波避難場所（市指定避難所・一時避難場所）

シミュレーションによると命
山（津波発生時の避難場所）
を設置すべき場所が限られる
ことを農地所有者に説明
既存の避難可能距離
命山設置後の避難可能距離

P28 P29

http://www.mlit.go.jp/common/001275904.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275910.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275920.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275927.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275928.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275930.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf
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利害を調整する主体

地域住民 ×

×

土地所有者Ａ

土地所有者Ｂ 土地所有者Ｃ

利害を調整するための主体をつくる

●　相反する利害を想定した調整主体の確立

ⅱ）地域住民や他の土地所有者との利害調整
―「土地の使い方」による利害が相反する場合を想定―

事例⑧
ランドバンク事業
に際し、周辺土地
利用者の協力を得
られるよう調整

事例㉘

理事長から総代
（約 70 名）、次い
で総代から組合員
（約 1750 名）への
説明

行政機関自らが利害調整を行うことも含め、
関与することが重要です。

ポイント

県による意見調整
事例40

既存森林作業道の終点部森林
の所有者より要望のあった道
の改築整備に際し、起点部森
林の所有者より異議があった
ため県が線形変更して同意を
得た

http://www.mlit.go.jp/common/001275908.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275934.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275947.pdf
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資金面から担い手となってもらうことを意識

人材面から担い手となってもらうことを意識

担い手を確保する

＜担い手の関わり方＞

●　消費者としての参画の促進

●　継続的に関与できる人材の確保（P.20 ／ 4-2 課題①ⅰ参照）

●　都市住民の資金や余暇の活用

●　企業の社会的責任（CSR）による貢献

●　国土管理のための財源の確保

＜担い手の関わりを生むための働きかけ＞

●　国土継承の大切さを共有するための普及・啓発活動の実施

●　地域内外の若者・学生を巻き込んだ取組の展開

消費者への普及・啓発

地域の応援団を増やすだけで
なく、交流などを通じ、消費
者として支援する意識を醸成

事例⑦

4-4「仕組み」の視点に留意する
課題   １　：国土の国民的経営の推進と国土管理活動の収益化
ⅰ）地域外の住民・団体を巻き込んだ国土の国民的経営の推進

―資金・人材の担い手として―

特に若い世代に対しては、ソーシャル・ネットワーキング・
サービス（SNS）等による仕掛けづくりも有効です。

ポイント

エシカル消費などの実践は、「小さな利益」（P.27 ／ 4-4 課題
①ⅱ参照）の確保にもつながります。

ポイント

ふるさと納税制度、地方独自税　など具体的には

国土管理活動への参加の呼びかけ　など具体的には

ESG 投資といった民間投資の活用も、
取組主体の有効な財源となります。

ポイント

事例34
個人から小規模出
資されたファンド
が森林整備を支援

事例⑯
県独自の水源環境
保全税の導入

事例㉚
世界遺産関連使途
のふるさと納税メ
ニュー創設

事例⑲
企業を含む４者間
協定と企業の自主
財源を活用した森
林整備

事例⑭
都市部による森林整備
の費用負担

高山市、嬬恋村の森林整備経
費の一部を千代田区が負担。
またツアー等での住民交流

■「国土の国民的経営」実践ガイドブック参考資料

■持続可能な社会の実現へ　「消費者のより良い選択のため
のアクション・ガイド」／■CSA（地域支援型農業）導入の
手引き

参考資料

■ふるさと納税ポータルサイト参考資料

■「ふるさと投資」の手引き・事例集参考資料

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk3_000014.html
https://ccfs2014.jimdo.com/%E6%B6%88%E8%B2%BB%E8%80%85%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89/
https://ccfs2014.jimdo.com/%E6%B6%88%E8%B2%BB%E8%80%85%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89/
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/063139.html
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/063139.html
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/080430_2_kojin.html
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/furusato/kaigi/
http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275914.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275918.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275923.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275936.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275936.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275940.pdf
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多様な「小さな利益」を確保する

●　農業・林業などの土地利用を通じた「小さな利益※」の創出

※　生計の維持に必要な水準には届かない程度の利益を言います。「小さな利
益」を生み出す活動を複数組み合わせることができれば、それぞれの活
動の持続可能性が向上する場合があります。

●　「小さな利益」創出の呼び水となる比較的少額の公的支出

●　土地利用以外の多様な手段による「小さな利益」の確保

国土管理コストの縮減を図る

●　コストを低減させる管理手法の工夫

●　国土管理の公益性活用

●　ICT の活用

ICT で効率化・高度化

森林林業クラウド構築、セン
サー搭載ドローン開発・導入

事例33

事例⑥
津波被災地の農地
活用のため市から
無償貸与

事例㉓
耕作放棄地で比較
的省力的な菜の花
栽培

事例38
耕作困難な農地に
植林することで木
材を生産

事例⑪
伐採木を薪やクラ
フト作品に加工・
製作・販売

事例⑩
補助金等を原資と
して刈り取った茅
の買取額上乗せ

事例㉖
補助金を原資とし
て間伐材の買い取
り額を上乗せ

事例⑨
地元の有償ボラン
ティアが除雪を地
域住民から受託ⅱ）土地利用の収支の改善

―採算性に課題のある土地利用の持続に向けて―

公的施設の維持管理、国県道の草刈り、除雪対策、獣害対策、
地域福祉　など

具体的には

農林水産物の地産地消、６次産業化の取組、景観を活かした
地域づくり、バイオマス等再生可能エネルギーの活用　など

具体的には

間伐材等の買い取り額への補てん、地域通貨を活用した
上乗せ　など

具体的には

政策的な公有地利用料の減免、ボランティアを活用した
人件費縮減　など

具体的には

粗放的管理、小規模・低コスト手法の導入　など具体的には

土地の使い方のモニタリング・監視、ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス（SNS）を通じたコミュニティの構築、
災害情報の収集、GIS やクラウドサービスを活用した情報
の整理・共有　など

具体的には

事例37
稲作及び販売、草
刈の受託収入を活
用したビオトープ
運営

事例36
小型・安価な林業
機械を活用する自
伐型林業により低
コストで参入可能

専門性が高いため、学識者、関連業界団体、専門コンサル
タント等の専門家と地域の連携が不可欠です。

ポイント

事例⑱
GIS を活用し集落
住民間で土地の課
題共有

茶畑上空の太陽光発電
事例41

遮光幕を要する抹茶用畑上空
に太陽光発電設備を設置し売
電益の一部を営農者に還元

■スマート農業参考資料

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/
http://www.mlit.go.jp/common/001275906.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275909.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275910.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275911.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275928.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275932.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275939.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275943.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275944.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275945.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275949.pdf
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実践編

関係部局・支援制度を有効に活用する

＜公的機関の人材・知恵の活用＞

●　関係部局・支援制度の特性を熟知した人材の活用

●　類似事例を参考とするなどの工夫

●　活用可能な支援制度のメニューについての国や都道府県な
どによる情報提供の充実
（P.36 ～ 45 ／国土の利用・管理に活用しうる補助金等参照）

●　公的資金等の活用に長けた人材が地域にいない場合、市町
村などが支援

公的資金補助期間終了後の活動継続性を確保する

●　補助期間終了後に備えた収益性の確保
（P.27 ／ 4-4 課題①ⅱ参照）

課題   ２　：公的な資源等の有効活用
ⅰ）公的機関等の多様な知恵・支援の活用

―「多様な効果」を生むために―

官公庁の退職者　など具体的には

多部局が関わることによる「わかりづらさ」を考慮し、それぞれの支援
制度をできるだけ効果的に活用するといった視点を持つことが重要です。

ポイント

事例36
「自伐型林業」の経験を
持つNPOの協力

NPOによる勉強会や現地調
査の実施、実践的なノウハウ
の共有

http://www.mlit.go.jp/common/001275943.pdf


4   土地の使い方を実現するときに留意すべき課題
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関連部局の協力と部局横断的な対応を促す

●　首長や幹部のリーダーシップを活用

●　住民による工夫

各施策担当者が横断的な視点を持つ

●　各担当者が持続可能な国土の利用・管理を意識

新設部署による調整
事例39

ⅱ）部局横断的な対応や横断的視点を持った対応
―「多様な効果」を生むために―

事例⑧
市当局から離れた
立場の NPO 法人
による関係者調整

従来と異なる窓口に並行して相談　など具体的には

首長のリーダーシップの下、
新設部署が町役場内を一元
的・横断的に調整

事例32

市が太陽光発電を
誘致する際に、遊
水池・ため池を有
効活用しつつ環境
や景観に配慮

（2014 年度時点）

エコパーク推進室産業
観光課

建設課
教育
委員会

福祉
保健課

農林
振興課

総務
税政課 企画

財政課

町民
生活課

http://www.mlit.go.jp/common/001275908.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275938.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf
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実践編

関係者の合意を継続させるための工夫で取組を後押し

数年～数十年にわたる取組の間
に、関係者の顔ぶれが変化

取組の成果がすぐに得られない
ことも

5-1 状況や計画を共有して継続性を担保する

取組内容の共有・普及を図る

＜参加している人に向けて（関係者間）＞

●　「見える化」による関係者間での実態・課題の共有

＜参加していない人に向けて＞

●　継続的な普及啓発活動の実施

関係者間で文書を締結する

●　協定等の締結

５者間で協定を締結
事例39

事例⑦
地元の学校での食
育講演会や消費者
への普及・啓発等

事例③
協議会を設置し、
まちづくりへの期
待・懸念など共有

課題   １　関係者の合意を継続させるために工夫する

集落外で就労する住民の認識の向上、
住民間の温度差の拡大抑制

その効果

ステイクホルダー間の合意形成を円滑に図るためには、
行政の積極的な関与が望ましいです。

ポイント

GIS の活用　など具体的には

国、県、町、自然保護団体、
民間代表者間で照葉樹林保
護・復元を目指した協定締結

取組の継続に向けて5

http://www.mlit.go.jp/common/001275903.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf


5   取組の継続に向けて
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国土利用計画（市町村計画）への位置づけ

＜計画の特徴＞

●　国土管理の対象となる農地、森林、原野等、水面・河川・水路、
道路、住宅地、工業用地、その他にまたがる計画

＜計画の活用方法＞

●　総合的な土地の使い方に関する合意事項を記録する計画と
して最適

国土利用計画以外の空間計画への位置づけ

●　国土利用計画以外の、空間計画としての機能を有する計画
への取組内容の記載

▶ 　計画策定を通じた合意形成のために

課題   ２　法定計画を有効に活用する

同計画は市町村単位ですが、地域・地区ごとの下位計画
を位置づけることも可能です。

ポイント

都市計画、景観計画、市町村森林整備計画
（いずれも市町村レベルのもの）　など

具体的には

■これからの国土利用・管理に対応した国土利用計画
（市町村計画）のあり方

参考資料

事例（三春町／福島県）
地区土地利用計画を積
み上げた国土利用計画

事例（飯田市／長野県）
国土利用計画に即する
地区単位の方針策定

住民が主体となって策定する
地区土地利用計画を積み上げ
て、国土利用計画（市町村計
画）を策定

国土利用計画（市町村計画）
に即した土地利用基本方針を
市全域及び 20 の地区単位で
策定（地区別については順次
策定中）

■国土利用計画（市町村計画）事例集／■人口減少下の持
続可能な国土の利用・管理のために～地域自ら土地の使い
方を改めて考え、選択する―取組事例に学ぶ課題と解決の
方向性～（P.54）

参考資料

http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo03_sg_000078.html
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk3_000008.html
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo03_sg_000120.html
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo03_sg_000120.html




参考資料
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事例一覧

閉鎖したゴルフ場を観光と自然体験学習の場に転換

自然堤防の機能を守る貴重な海岸砂丘系の保全・活用

遊水地を活かしたタンチョウも住めるまちづくり

牧草栽培に適さない土地に植林などを行う
「浜中緑の回廊」
津波で被災した低地の土地利用を住民主体で検討し
コミュニティ広場等を整備
津波防災区域内の小規模な土地で芝を栽培
（希望の芝プロジェクト）
CSA（地域支援型農業）による
持続可能な農地景観の維持
空き家・空き地を活用し
官民連携で中心市街地の住環境改善
有償ボランティアによる早くて安いオンデマンド除雪

都市住民と地域住民等が共同で
茅場と森林を回復・維持・活用
荒廃森林を良好な針広混交林に整備

カシニワ制度によるみどりの保全・創出

土砂採掘跡地で植樹する墓苑を運営して自然再生

地方との連携による森林整備
（カーボン・オフセット）事業
野川の湧水保全と流域雨水管理

県民・企業・県が連携し水源の森林を保全する

自然状態の流域で多様な湿原生態系を創出

野生鳥獣被害対策を通じた新たなムラづくり

CSR（企業の社会的責任）による水源林管理

複合的な施策・選択的国土利用を図る
” ふじのくに” のフロンティアを拓く取組
風倒木跡地に市民団体が景観づくりを意識した
森林再生とハイキングコース整備で地域づくり
先人の知恵「平成の命山」の整備

肥料製造会社が荒廃農地で菜の花を栽培して有効活用

事例番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

自治体

富良野市／北海道

石狩市／北海道

長沼町／北海道

浜中町／北海道

大船渡市／岩手県

東松島市／宮城県

大崎市／宮城県

鶴岡市／山形県

大石田町／山形県

みなかみ町／群馬県

船橋市／千葉県

柏市／千葉県

長南町／千葉県

千代田区／東京都
高山市／岐阜県
嬬恋村／群馬県

世田谷区ほか９市
／東京都

神奈川県

三浦市／神奈川県

新発田市／新潟県

山梨市／山梨県

静岡県

伊東市／静岡県

袋井市／静岡県

豊田市／愛知県

事例名 詳細

2,11,22

3,9

30

11,24

11,14,22,23

11,13,27

8,10,20,22,
26,30

2,19,21,25,
29

27

9,14,24,27

9,12,27

10

2,11,12,14

8,9,26

23

2,8,9,26

20,23,24

7,9,20,21,
22,27

9,26

3,8,11

9,20

11,24

10,24,27

掲載
ページ

http://www.mlit.go.jp/common/001275901.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275902.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275903.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275904.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275905.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275906.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275907.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275908.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275909.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275910.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275911.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275912.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275913.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275914.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275916.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275918.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275920.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275921.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275923.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275925.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275926.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275927.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275928.pdf
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防災・減災の効果を意識し
100 年先を見据えた計画的な森づくり
空き家の特性分析を踏まえた空き家対策

地域住民の手で放置竹林、山林を再生

農業用水を多面的に活用した
土地改良区によるまちづくり
都市部ため池の老朽化対策等を通じた
安全かつ多面的な利用
住民主体で将来土地利用計画と
山裾の余裕域（バッファーゾーン）を検討
多様な担い手や資金源による
世界遺産・熊野古道を活かした森林保全
地域協働で大井手用水の維持と活用

遊水池・ため池を活用し
環境に配慮した水上太陽光発電
クラウドを活用した森林資源の情報共有

多様な担い手と実現する百年の森林構想

早生樹（コウヨウザン）の苗木生産と
荒廃農地等への植林
移住・定住を促進し、
雇用の場として自伐型林業を展開
グラウンドワークによる調整池の周辺整備と利活用

地域主導による土地利用決定で集落景観を保全

まとまった照葉樹林帯の保全、復元活動が創る
「綾ブランド」

事例番号

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

32

33

34

35

36

37

38

39

自治体 詳細

豊田市／愛知県 3,7,8,14,24

21

9,27

10,13,23

10,25

11,21,22,23

7,9,26

14

3,10,29

7,10,23,27

3,7,9,26

10

10,20,27,28

8,10,27

2,8,23,27

7,11,20,23,
24,29,30

名張市／三重県

多気町／三重県

多気町／三重県

和泉市／大阪府

丹波市／兵庫県

田辺市／和歌山県

鳥取市／鳥取県

笠岡市／岡山県

真庭市／岡山県

西粟倉村／岡山県

広島県

佐川町／高知県

日高村／高知県

臼杵市／大分県

綾町／宮崎県

事例名

27茶畑上空を活用した太陽光発電 浜松市／静岡県41

2540 伐採時期を迎えた人工林における
搬出用のトラック道の整備

羽後町／秋田県

■マンガでわかる！国土管理～カンタとリコの訪問記
■「2018 年とりまとめ」で提示する課題と解決の方向性に係る主な関連事例集

参考資料

掲載
ページ

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html#manga
http://www.mlit.go.jp/common/001237230.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275930.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275931.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275932.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275933.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275934.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275935.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275936.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275937.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275938.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275939.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275940.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275941.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275943.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275944.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275945.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275948.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275947.pdf
http://www.mlit.go.jp/common/001275949.pdf
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ᶅஏඍۂࣆʀஏॄՅଐԿΏܨۂӨوໝ֨ͶͤࣁΖஏ
ۢժԿʀ൜༽Կخ൭ඍٶ;͞ΗͶؖ࿊ͤΖۂࣆ�

ᶆࣰܯࢬժࡨఈۂࣆʀஏඍۂࣆͶචགྷ͵ࣰܯࢬժΏஏܯժࡨ
ఈͪΌࠬʀ�

ᶇஏஜخࢊ൭ඍۂࣆʀஜܨࢊӨوໝ֨Ώஜࢊकࢊஏܙਬ
ͶͤࣁΖࣄྋਫ਼ࢊخ൭ඍٶ;͞ΗͶؖ࿊ͤΖۂࣆ�

ᶈଞܯڧժࡨఈۂࣆʀஏඍۂࣆͶܐΖଞܯڧժࡨఈͪ
ΌࠬʀΝۂࣆ͑ߨ�

ᶉخۂ൭ඍଇۂࣆʀਭీܥൠঈڊͶΓΖۢժ֨Ώҋڐഋਭ
ඍஏҮࣰͶԢͣͪਟଐ͖ͯ͘Όخ͵͖ࡋ൭ඍ�

ᶊఁαηφஏඍਬࣰৄۂࣆʀๅԿࢬΝࣰ͢ࢬɼͨްՎΝࣰৄ
ͤΖͳͳͶ՟ୌΝੵʀཀྵͪ͢ͲɼๅԿࢬٶʀਬ๏๑
ݗ౾�

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏݱࣁ՟�
൭خӨରүܨ
ඍਬ࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

� �
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ʽྜྷਭࢊʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ਕʀஏ
ୌմ݀Յ
ଐԿࢩԋ
ঁึۂࣆ
ۜ�
��

ಕැݟʙ
�ௌଞࢤ

ʀਕʀஏϕϧϱΝࣰ࣯Կͦ͠ΖͪΌɼஏҮͶ͕͜Ζंࡠߠ͏
�Ͷ͖͖ΖखૌࡠԿͶචགྷ͵ΠϱίʖφΏஏਦ

�ۃӨܨ
�՟ࡨӨܨ
7(/ ʁ ��������
�����

ōۂ͏ک
୴͏घͰ
͚Ε૱
ԋިࢩ
ۜ͑ͬ
ద
Ө֮ܨۂ
ԋνࢩཱི
ϕٶ;
ஏҮ୴͏
घүࢩ
ԋνϕ�
��

 ۂ ं
ʤਕōஏ
ϕϧϱͶ
Ғ͜
ΔΗͪ
ৼܨӨରʥ�

ʀਕʀஏϕϧϱͶҒ͜ΔΗͪৼܨӨରܨӨఴয়ڱͶԢͣͱɼ
චགྷͳ͵Ζؽ༼ۂփōࢬઅΝࢩԋ�

�ۃӨܨ
�՟ࡨӨܨ
୴͏घ૱ଲࡨ
࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ۂਕࡒ
૱Կکྙ
ࣆԋࢩ
�ۜঁึۂ
��

وम
ं�

ᶅ࣏ۂେਕࡒ౦ۂࣆࣁ�
ʀ࣏େΝ୴͑ंۂΝͤࢦΖंͶଲ͢ɼमݜरΝޛԣͤ͢Ζࣁ
�ۜࣁԋͤΖࢩӨཱི֮Νܨޛम;ٶۜ

�ۃӨܨ
मʀঃ՟�
7(/ ʁ ��������
�����ۂ๑ਕ

�
ᶆۂࣆ༼ޑ�
ʀ੪೧ۂ๑ਕޑ༽मΝଇͤΖͪΌɼ๑ਕ͗وमंۂͶଲ͢
ͱࣰͤࢬΖࣰભݜर�

ਭీ༽
ંࢩ
ިۜ�
��

ंۂ� ʀਭీΝ༽ͪ͢ɼࣄྋ༽ธɼธฆ༽ธɼശɼಀࡠ� ׯׇ౹ࡨ�
ࢊ෨�
�՟ࠆ
7(/ ʁ ��������
�����

Өॶಚܨ
҈ఈଲࡨ
ިۜ�
��

ंۂ� ᶅീࡠંࢩ͏ިۜ�
ʀജՃ֪͗ਫ਼ࢊඇΝԾյͮͱ͏ΖࡠΝଲেͳͪ͢ɼജదͲਫ਼ࢊ�

ׯׇ౹ࡨ�
ࢊ෨�
૱ແʀܨӨ҈ఈଲ
�ׯࣆࢂࡨ
�࣪ࡨӨ҈ఈଲܨ
7(/ ʁ ��������
�����

ᶆफݰঙӪڻ؉ިۜ�
ʀธɼശɼಀɼͱΞࡌɼͲΞฆݬྋ༽ͻΗ͏͢Β೧ࢊफֻ͗ඬ६
దफֻΝԾյͮͪ�

� �
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ʽྜྷਭࢊʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ஏࡠߠ
ড়݇րવ
ިۂࣆ
ۜ�
��

ஏؔ
؇ཀྵߑؽ
ʙಕැ
ௌࢤʙݟ
ଞʙౖஏ
րྒྷۢʙ
ۂର
ʙۂ๑
ਕ�

ᶅஏҮ಼ஏॄܗ�
ʀஏؔ؇ཀྵߑؽͶΓΖஏҮ಼୴͏घஏॄͳ͢ͱɼ�
�
ఈֻঁʁ�
ۢժ֨ɼҋڐഋਭɼਭ࿑ߍඍɼড়݇րવଇࢩԋ�

ఈིঁʁ�
ۢժཀྵɼҋڐഋਭɼۂ༽༽ഋਭࢬઅɼ؇ཀྵྙԿࢩԋ�

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏݱࣁ՟�
൭خӨରүܨ
ඍਬ࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ᶆ߶फӻࡠܗ�
ʀஏؔ؇ཀྵߑؽͶΓΖஏҮ಼୴͏घஏॄΝਦΕͯͯɼ߶फ
ӻࡠΝਦΖɼஏҮ಼ஏॄܗͳಋ༹ۂࣆͶՅ͓ɼ�

�
ఈֻঁʁ�
ϕϧϱࡠͶܐΖࠬʀɼࢊऩڇಊѴ�

ఈིঁʁ�
ࣰৄఴࣖΆઅʀӣӨɼ̏೧झࢢʀྋࢩԋ�

ڕࢃଞ
ஏҮඍ
ިۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙྜྷڕ
�ରۂ

ᶅۂଞخ൭ඍۂࣆ�
ʀஏඍɼਭཤࢬઅඍɼஏࡄɼଞඍɼۂ༽ਭฯસਁͰ͚
Εۂࣆ�

ᶆਁྜྷخ൭ඍۂࣆ�
ʀਁྜྷඍۂࣆɼۂࣆࢃ࣑�
ᶇਭخࢊ൭ඍۂࣆ�
ʀਭࢊخڇڛ൭ඍۂࣆɼڕฯસਁͰ͚Εۂࣆɼڕߕڕଞڧඍ
�ۂࣆ

ᶈք؝ฯસࢬઅඍۂࣆ�
ʀք؝ฯસࢬઅඍۂࣆ�

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏҮඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ڟۂ૬
Կکྙ
ஏඍࣆ
�ۜঁۂ
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙౖஏր
ྒྷۢʙ
ಋૌڢۂ
ʙஏ
ؔ؇ཀྵ
ʙߑؽ
๑ਕʙۂ
ंۂ�

ᶅஏඍۂࣆʀஏॄՅଐԿΏܨۂӨوໝ֨ͶͤࣁΖஏ
ۢժԿʀ൜༽Կخ൭ඍٶ;͞ΗͶؖ࿊ͤΖۂࣆ�

ᶆࣰܯࢬժࡨఈۂࣆʀஏඍۂࣆͶචགྷ͵ࣰܯࢬժΏஏܯժࡨ
ఈͪΌࠬʀ�

ᶇஏஜخࢊ൭ඍۂࣆʀஜܨࢊӨوໝ֨Ώஜࢊकࢊஏܙਬ
ͶͤࣁΖࣄྋਫ਼ࢊخ൭ඍٶ;͞ΗͶؖ࿊ͤΖۂࣆ�

ᶈଞܯڧժࡨఈۂࣆʀஏඍۂࣆͶܐΖଞܯڧժࡨఈͪ
ΌࠬʀΝۂࣆ͑ߨ�

ᶉخۂ൭ඍଇۂࣆʀਭీܥൠঈڊͶΓΖۢժ֨Ώҋڐഋਭ
ඍஏҮࣰͶԢͣͪਟଐ͖ͯ͘Όخ͵͖ࡋ൭ඍ�

ᶊఁαηφஏඍਬࣰৄۂࣆʀๅԿࢬΝࣰ͢ࢬɼͨްՎΝࣰৄ
ͤΖͳͳͶ՟ୌΝੵʀཀྵͪ͢ͲɼๅԿࢬٶʀਬ๏๑
ݗ౾�

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏݱࣁ՟�
൭خӨରүܨ
ඍਬ࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

� �
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ਕʀஏ
ୌմ݀Յ
ଐԿࢩԋ
ঁึۂࣆ
ۜ�
��

ಕැݟʙ
�ௌଞࢤ

ʀਕʀஏϕϧϱΝࣰ࣯Կͦ͠ΖͪΌɼஏҮͶ͕͜Ζंࡠߠ͏
�Ͷ͖͖ΖखૌࡠԿͶචགྷ͵ΠϱίʖφΏஏਦ

�ۃӨܨ
�՟ࡨӨܨ
7(/ ʁ ��������
�����

ōۂ͏ک
୴͏घͰ
͚Ε૱
ԋިࢩ
ۜ͑ͬ
ద
Ө֮ܨۂ
ԋνࢩཱི
ϕٶ;
ஏҮ୴͏
घүࢩ
ԋνϕ�
��

 ۂ ं
ʤਕōஏ
ϕϧϱͶ
Ғ͜
ΔΗͪ
ৼܨӨରʥ�

ʀਕʀஏϕϧϱͶҒ͜ΔΗͪৼܨӨରܨӨఴয়ڱͶԢͣͱɼ
චགྷͳ͵Ζؽ༼ۂփōࢬઅΝࢩԋ�

�ۃӨܨ
�՟ࡨӨܨ
୴͏घ૱ଲࡨ
࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ۂਕࡒ
૱Կکྙ
ࣆԋࢩ
�ۜঁึۂ
��

وम
ं�

ᶅ࣏ۂେਕࡒ౦ۂࣆࣁ�
ʀ࣏େΝ୴͑ंۂΝͤࢦΖंͶଲ͢ɼमݜरΝޛԣͤ͢Ζࣁ
�ۜࣁԋͤΖࢩӨཱི֮Νܨޛम;ٶۜ

�ۃӨܨ
मʀঃ՟�
7(/ ʁ ��������
�����ۂ๑ਕ

�
ᶆۂࣆ༼ޑ�
ʀ੪೧ۂ๑ਕޑ༽मΝଇͤΖͪΌɼ๑ਕ͗وमंۂͶଲ͢
ͱࣰͤࢬΖࣰભݜर�

ਭీ༽
ંࢩ
ިۜ�
��

ंۂ� ʀਭీΝ༽ͪ͢ɼࣄྋ༽ธɼธฆ༽ธɼശɼಀࡠ� ׯׇ౹ࡨ�
ࢊ෨�
�՟ࠆ
7(/ ʁ ��������
�����

Өॶಚܨ
҈ఈଲࡨ
ިۜ�
��

ंۂ� ᶅീࡠંࢩ͏ިۜ�
ʀജՃ֪͗ਫ਼ࢊඇΝԾյͮͱ͏ΖࡠΝଲেͳͪ͢ɼജదͲਫ਼ࢊ�

ׯׇ౹ࡨ�
ࢊ෨�
૱ແʀܨӨ҈ఈଲ
�ׯࣆࢂࡨ
�࣪ࡨӨ҈ఈଲܨ
7(/ ʁ ��������
�����

ᶆफݰঙӪڻ؉ިۜ�
ʀธɼശɼಀɼͱΞࡌɼͲΞฆݬྋ༽ͻΗ͏͢Β೧ࢊफֻ͗ඬ६
దफֻΝԾյͮͪ�

� �
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ʽྜྷਭࢊʾ�
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໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ڧྜྷਁ
ฯસඍ
ঁึۂࣆ
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙਁྜྷૌ
ʙਁྜྷ
ඍ๑ਕ
ʙਁྜྷॶ
༙ंʙྜྷ
�ंۂ

ᶅਁྜྷڧฯસંࢩԋۂࣆ�
ʀ൘ड़ؔൈਁྜྷۂࢬͳ͞ΗͳҲରͳ͵ͮͪਁྜྷۂࡠಕઅ�
ᶆྜྷڧඍۂࣆ�
ʀਫ਼ଡ༹ฯસ؏఼͖Δ͗ۂࢬචགྷ͵ਁྜྷΏـে֒අ֒Νण
ͪ͜ਁྜྷͶͯ͏ͱɼ߁ཁधྜྷԿɼਓྜྷިࠠ߁ԿͶۂࢬͪ͜ɼ
අ֒Νणͪ͜ਁྜྷΝͦ͠ڈΖͪΌଆྜྷٶ;ন͚͏மͶΓΖඅ֒
ΝͤࢯΖͪΌबวনྜྷधझ�

ᶇਁྜྷݱࣁ१ཤ༽ྜྷಕඍۂࣆ�
ʀྜྷۂਫ਼خࢊ൭ඍಕඍ�
ᶈྜྷۂ༽ಕඍۂࣆ�
ʀྜྷۂ༽ಕඍ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
ඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ਁ ʀྜྷࢃଞ
ଡదؽ
ضଲ
�ۜިࡨ
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙஏҮڢ
٠ճʙ
ಊૌ৭�

ᶅϟϱϟωϣʖ�
ʀஏҮڧฯસνϕʁྜྷࢃΝңͤ࣍ΖͪΌܢ؏ฯસʀඍಊɼন
ྜྷฯસಊɼ෫ౙΏޅଝঈڊɼॄɼॴཀྵɼϠΤλΤοέ
৷ൈࡀʀঈڊΏཤ༽�

ʀਁྜྷݱࣁཤ༽νϕʁྜྷࢃͶෞଚͤΖ߁ཁधਁྜྷݱࣁΝ࣯ώ
ΨϜηɼর͘ɼ͢͏ͪ͜ݬٶ;ఽ౹ܵݬྋͶ༽ͤΖ͞ͳΝ
దͳͪ͢धൈࡀɼۆൈΕɼ൘ड़�

ᶆγχϟωϣʖ�
ʀਁྜྷؽکԿνϕʁۂࣆԃࢬࣰ͵Ώਁྜྷଡదؽң࣍ʀ
અրྒྷʀึࢬࢯԿɼॏඅ֒کؽͶචགྷ͵࿑Ώิಕึरʀض
रಊ�

ʀࡒࣁ;ٶࡒؽඍʁىಊࣰࢬͶචགྷ͵ࡒࣁ;ٶࡒؽඍ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
ਁྜྷཤ༽՟�
ʀྚڷଞ৾ࢃ Կਬ
࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ʰྚޑ
༽ ɦوम
үंۂ
ਬۂࣆ
ึঁۜ�
��

ؔର� ʀوमंۂ֮ฯʀүʁྜྷۂࣆۂର͗وमंۂΝޑ༽͢ͱݜ͑ߨर
�

ྜྷு�
ྜྷ෨�
�Ө՟ܨ
�࣪ࡨ࿓ಉଲۂྜྷ
7(/ ʁ ��������
�����

ྚ੪೧
मۂ६ඍ
ࣆۜڇ
�ۜঁึۂ
��

Ͷमۂྜྷ
�Ζंͤۂ

ʀྜྷۂमۂͶ͜ɼྜྷۂָߏͲݜरΝणͤߪΖ੪೧Ͷۜڇڇࢩ�

ηϜʖφ
ߑۂྜྷ
ਬۂࣆ
ึঁۜ�
��

ஏҮ٠ڢ
ճʙؔ
ର�

ᶅηϜʖφྜྷࣰۂભଲࡨ�
ʀؖ͑ߨ͗ंܐ ,&7 ٗढ़Νۂࢬྜྷਁͪ͢༼ްིԿʀྙԿ
खૌ�

ᶆྜྷۂࡠۂεητϞ߶ౕԿ�
ʀોࡒਫ਼ࢊΏ࣯ώΨϜηफ ʀॄӣ൘ɼ࠸ଆྜྷۂࡠΝ߶ްིԿͤΖ ,&7
Νؽۂྜྷͪ͢༼փʀրྒྷ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
�ժ՟ܯ
7(/ ʁ ��������
�����
�
ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
�՟ࢨڂݜ
7(/ ʁ ��������
�����

� �
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ࢊྋਫ਼ࣄ
ܨཛܗ
Өࢩԋࣆ
�ۜިۂ
��

ಕැݟ
٠ճʙڢ
ཛܨӨ
ंૌ৭ʙ
ཛܨӨ
ं�

ʀࣄྋࡠࡠ͜ஏͶ͕͜Ζࣄྋࡠࡠ͜�
ʀ༎ࣄྋٶݰࡡ;༽ډܩޛଁಆΝ͑ࣄྋࡠࡠ֨�

ਫ਼ۃࢊ�
ஜࢊ෨�
ஜةࢊժ՟�
ஜܨࢊӨ҈ఈଲ
�࣪ࡨ
7(/ ʁ ��������
�����

Վधʀணܨ
Өࢩԋଲ
ึۂࣆࡨ
ঁۜ�
��

ԟՎࣰ
ճʙڢ
ಕැݟʙ
ਫ਼ࢊड़՛
ରʙ
�ंۂ

ʀՎࣰܨӨࢩԋଲࡨʁ༑ྒྷ͵ͺझɼঘوໝԄஏඍ� ਫ਼ۃࢊ�
Ԅܵࡠ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ฯસڧ
ۂܗ
ԋଲࢩં
�ۜިࡨ
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙंۂ
ରʙ
�ंۂ

ʀԿָྋٶ;Կָ༂࢘༽Ν̓ׄҐఁͤݰΖखૌͳΩώʖέϫ
ρϕΝૌΊΚͦͪखૌ�

ʀ̓ ׄఁݰखૌͳોஹཻްՎ߶͏ਭ࣯ฯસͶͤࣁΖࢬ༽Νૌ
ΊΚͦͪखૌ�

ʀ༙ؽۂ�
ʀஏҮಝखૌ�

ਫ਼ۃࢊ�
ڧۂଲࡨ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ؔࢃஏ
Үં
ިࢩ
ۜ�
��

ंۂ� ʀؔࢃஏҮͶ͕͏ͱɼ̓೧ؔҐܩକ͢ͱ͑ߨۂਫ਼ࢊಊ� ଞ৾ۃڷ�
ଞࡨ෨�
ஏҮ৾ڷ՟�
ؔࢃஏҮʀೖຌ
�࣪ࢩંܗ
7(/ ʁ ��������
�����

ଡదؽ
ࢩި
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙಊૌ
৭�

ᶅஏңࢩ࣍�
ʀஏ๑נΕΏਭ࿑డ͝ɼಕ࿑ң࣍ஏҮݱࣁેخ
ద͵ฯસಊٶ;ଞߑଆรԿͶଲԢͪ͢ର֨ैʀکԿͪΌ
ਬಊ�

ᶆݱࣁࢩ�
ʀਭ࿑ɼಕܲඏ͵ึरΏ৪ࡁͶΓΖܙ؏ܢଞڧฯસ
ͪΌಊٶ;ஏҮݱࣁ࣯దΝਦΖڠಋಊด;Ͷࢬઅௗथ
ໍԿͪΌಊ�

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏݱࣁ՟�
ଡదؽࢩ
ਬ࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ঘਭྙ
ਫ਼Ն࠸
Φϋϩά
ʖࢩ
ԋިۂࣆ
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙҲ෨ࣆ
ແૌʙ
ౖஏրྒྷ
ରۂࣆ
࿊ճʙ
ౖஏրྒྷ
ۢʙۂ
ಋૌڢ
ʙؔ
ର�

ʀঘਭྙుࢬઅඍΝਬͤΖͪΌɼඍͶܐΖ֕ྲྀʀخຌઅٶܯ
�٠ڢ;

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏҮඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
�
ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ਭݱࣁ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ਁྜྷබ֒
மঈ
ඇึۂࣆ
ঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙਁྜྷૌ
ʙਁྜྷ
ॶ༙ं�

ᶅਁྜྷබ֒மঈଝࣨึঊۜ�
ʀྜྷਭࢊໍΝणͪ͜ൈౙٶ;༂ࡐͶΓΖঈͺഥൿɼর٭ી
�

ᶆਁྜྷබ֒மঈۂࣆඇึঁۜ�
ʀ߶Ҥౕʀ߶ඬ߶ஏҮͶ͕͜Ζনৱ͏மଲࡨɼबวڧͶഓྂͪ͢ঈ
ଲࡨ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
�՟ࢨڂݜ
7(/ ʁ ��������
�����

� �

国土の利用・管理に活用しうる補助金等



ʽྜྷਭࢊʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ڧྜྷਁ
ฯસඍ
ঁึۂࣆ
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙਁྜྷૌ
ʙਁྜྷ
ඍ๑ਕ
ʙਁྜྷॶ
༙ंʙྜྷ
�ंۂ

ᶅਁྜྷڧฯસંࢩԋۂࣆ�
ʀ൘ड़ؔൈਁྜྷۂࢬͳ͞ΗͳҲରͳ͵ͮͪਁྜྷۂࡠಕઅ�
ᶆྜྷڧඍۂࣆ�
ʀਫ਼ଡ༹ฯસ؏఼͖Δ͗ۂࢬචགྷ͵ਁྜྷΏـে֒අ֒Νण
ͪ͜ਁྜྷͶͯ͏ͱɼ߁ཁधྜྷԿɼਓྜྷިࠠ߁ԿͶۂࢬͪ͜ɼ
අ֒Νणͪ͜ਁྜྷΝͦ͠ڈΖͪΌଆྜྷٶ;ন͚͏மͶΓΖඅ֒
ΝͤࢯΖͪΌबวনྜྷधझ�

ᶇਁྜྷݱࣁ१ཤ༽ྜྷಕඍۂࣆ�
ʀྜྷۂਫ਼خࢊ൭ඍಕඍ�
ᶈྜྷۂ༽ಕඍۂࣆ�
ʀྜྷۂ༽ಕඍ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
ඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ਁ ʀྜྷࢃଞ
ଡదؽ
ضଲ
�ۜިࡨ
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙஏҮڢ
٠ճʙ
ಊૌ৭�

ᶅϟϱϟωϣʖ�
ʀஏҮڧฯસνϕʁྜྷࢃΝңͤ࣍ΖͪΌܢ؏ฯસʀඍಊɼন
ྜྷฯસಊɼ෫ౙΏޅଝঈڊɼॄɼॴཀྵɼϠΤλΤοέ
৷ൈࡀʀঈڊΏཤ༽�

ʀਁྜྷݱࣁཤ༽νϕʁྜྷࢃͶෞଚͤΖ߁ཁधਁྜྷݱࣁΝ࣯ώ
ΨϜηɼর͘ɼ͢͏ͪ͜ݬٶ;ఽ౹ܵݬྋͶ༽ͤΖ͞ͳΝ
దͳͪ͢धൈࡀɼۆൈΕɼ൘ड़�

ᶆγχϟωϣʖ�
ʀਁྜྷؽکԿνϕʁۂࣆԃࢬࣰ͵Ώਁྜྷଡదؽң࣍ʀ
અրྒྷʀึࢬࢯԿɼॏඅ֒کؽͶචགྷ͵࿑Ώิಕึरʀض
रಊ�

ʀࡒࣁ;ٶࡒؽඍʁىಊࣰࢬͶචགྷ͵ࡒࣁ;ٶࡒؽඍ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
ਁྜྷཤ༽՟�
ʀྚڷଞ৾ࢃ Կਬ
࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ʰྚޑ
༽ ɦوम
үंۂ
ਬۂࣆ
ึঁۜ�
��

ؔର� ʀوमंۂ֮ฯʀүʁྜྷۂࣆۂର͗وमंۂΝޑ༽͢ͱݜ͑ߨर
�

ྜྷு�
ྜྷ෨�
�Ө՟ܨ
�࣪ࡨ࿓ಉଲۂྜྷ
7(/ ʁ ��������
�����

ྚ੪೧
मۂ६ඍ
ࣆۜڇ
�ۜঁึۂ
��

Ͷमۂྜྷ
�Ζंͤۂ

ʀྜྷۂमۂͶ͜ɼྜྷۂָߏͲݜरΝणͤߪΖ੪೧Ͷۜڇڇࢩ�

ηϜʖφ
ߑۂྜྷ
ਬۂࣆ
ึঁۜ�
��

ஏҮ٠ڢ
ճʙؔ
ର�

ᶅηϜʖφྜྷࣰۂભଲࡨ�
ʀؖ͑ߨ͗ंܐ ,&7 ٗढ़Νۂࢬྜྷਁͪ͢༼ްིԿʀྙԿ
खૌ�

ᶆྜྷۂࡠۂεητϞ߶ౕԿ�
ʀોࡒਫ਼ࢊΏ࣯ώΨϜηफ ʀॄӣ൘ɼ࠸ଆྜྷۂࡠΝ߶ްིԿͤΖ ,&7
Νؽۂྜྷͪ͢༼փʀրྒྷ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
�ժ՟ܯ
7(/ ʁ ��������
�����
�
ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
�՟ࢨڂݜ
7(/ ʁ ��������
�����

� �
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ࢊྋਫ਼ࣄ
ܨཛܗ
Өࢩԋࣆ
�ۜިۂ
��

ಕැݟ
٠ճʙڢ
ཛܨӨ
ंૌ৭ʙ
ཛܨӨ
ं�

ʀࣄྋࡠࡠ͜ஏͶ͕͜Ζࣄྋࡠࡠ͜�
ʀ༎ࣄྋٶݰࡡ;༽ډܩޛଁಆΝ͑ࣄྋࡠࡠ֨�

ਫ਼ۃࢊ�
ஜࢊ෨�
ஜةࢊժ՟�
ஜܨࢊӨ҈ఈଲ
�࣪ࡨ
7(/ ʁ ��������
�����

Վधʀணܨ
Өࢩԋଲ
ึۂࣆࡨ
ঁۜ�
��

ԟՎࣰ
ճʙڢ
ಕැݟʙ
ਫ਼ࢊड़՛
ରʙ
�ंۂ

ʀՎࣰܨӨࢩԋଲࡨʁ༑ྒྷ͵ͺझɼঘوໝԄஏඍ� ਫ਼ۃࢊ�
Ԅܵࡠ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ฯસڧ
ۂܗ
ԋଲࢩં
�ۜިࡨ
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙंۂ
ରʙ
�ंۂ

ʀԿָྋٶ;Կָ༂࢘༽Ν̓ׄҐఁͤݰΖखૌͳΩώʖέϫ
ρϕΝૌΊΚͦͪखૌ�

ʀ̓ ׄఁݰखૌͳોஹཻްՎ߶͏ਭ࣯ฯસͶͤࣁΖࢬ༽Νૌ
ΊΚͦͪखૌ�

ʀ༙ؽۂ�
ʀஏҮಝखૌ�

ਫ਼ۃࢊ�
ڧۂଲࡨ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ؔࢃஏ
Үં
ިࢩ
ۜ�
��

ंۂ� ʀؔࢃஏҮͶ͕͏ͱɼ̓೧ؔҐܩକ͢ͱ͑ߨۂਫ਼ࢊಊ� ଞ৾ۃڷ�
ଞࡨ෨�
ஏҮ৾ڷ՟�
ؔࢃஏҮʀೖຌ
�࣪ࢩંܗ
7(/ ʁ ��������
�����

ଡదؽ
ࢩި
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙಊૌ
৭�

ᶅஏңࢩ࣍�
ʀஏ๑נΕΏਭ࿑డ͝ɼಕ࿑ң࣍ஏҮݱࣁેخ
ద͵ฯસಊٶ;ଞߑଆรԿͶଲԢͪ͢ର֨ैʀکԿͪΌ
ਬಊ�

ᶆݱࣁࢩ�
ʀਭ࿑ɼಕܲඏ͵ึरΏ৪ࡁͶΓΖܙ؏ܢଞڧฯસ
ͪΌಊٶ;ஏҮݱࣁ࣯దΝਦΖڠಋಊด;Ͷࢬઅௗथ
ໍԿͪΌಊ�

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏݱࣁ՟�
ଡదؽࢩ
ਬ࣪�
7(/ ʁ ��������
�����

ঘਭྙ
ਫ਼Ն࠸
Φϋϩά
ʖࢩ
ԋިۂࣆ
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙҲ෨ࣆ
ແૌʙ
ౖஏրྒྷ
ରۂࣆ
࿊ճʙ
ౖஏրྒྷ
ۢʙۂ
ಋૌڢ
ʙؔ
ର�

ʀঘਭྙుࢬઅඍΝਬͤΖͪΌɼඍͶܐΖ֕ྲྀʀخຌઅٶܯ
�٠ڢ;

ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ஏҮඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
�
ଞ৾ۃڷ�
ඍ෨�
ਭݱࣁ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ਁྜྷබ֒
மঈ
ඇึۂࣆ
ঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙਁྜྷૌ
ʙਁྜྷ
ॶ༙ं�

ᶅਁྜྷබ֒மঈଝࣨึঊۜ�
ʀྜྷਭࢊໍΝणͪ͜ൈౙٶ;༂ࡐͶΓΖঈͺഥൿɼর٭ી
�

ᶆਁྜྷබ֒மঈۂࣆඇึঁۜ�
ʀ߶Ҥౕʀ߶ඬ߶ஏҮͶ͕͜Ζনৱ͏மଲࡨɼबวڧͶഓྂͪ͢ঈ
ଲࡨ�

ྜྷு�
ਁྜྷඍ෨�
�՟ࢨڂݜ
7(/ ʁ ��������
�����

� �
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ʽިౖࠅ௪ʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ॄཚ
Կਬࣆ
ඇึঁۂ
ۜ�
��

ௌଞʙࢤ
132�

ʀഉࣹߏ༣ࢬٵઅΝعͪ͢༼ଚޮࢬڠઅ࠸ฦʀॄ༁ͶܐΖրर�
ʀਫ਼ݏң࣍ʀ࠸ਫ਼Ͷචགྷ͵ؽΝࢬઅ࠸ฦʀॄ༁ͳญͦͱͤΖ
͞ͳΏɼ࠸ฦʀॄ༁Ͷ͑ഉࢬࢯઅঈ٭�

�ۃࡨౖࠅ
ஏ๏৾ڷ՟�
ঘ͠͵ڎ఼ܙ
ਬܐ�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

࠸ࢤਫ਼
ਬۂࣆ
ඇึঁ�
��

ʤҲࡔʥ
ؔࢤ
ਬؽ
ʙಕߑ
ැݟʙࢤ
ۢௌଞʙ
ஏҮۜ༧
ʙΉؖؽ
ͬͰ͚Ε
ۂࣆ ʤं
�ʥۂةؔ

ᶅΉͬͰ͚ΕϓΟϱχࢩԋۂࣆ�
ʀؔࢤਬߑؽͶΓΖҐԾۂࣆΝࢩԋͤΖΉͬͰ͚ΕϓΟϱχ
ड़ࣁʀڎۜࣁड़�

ʀҲఈΦϨΠΝϜϋζϟϱφͯͯ͢ɼ֚ஏҮ՟ୌմ݀ͶͤࣁΖɼϨ
όϗʖεϥϱؔΉͬͰ͚ΕۂࣆʤϜϋζϟϱφܗʥ�

ʀέϧΤχϓΟϱυΡϱήͶΓΕۜࣁୣΝण͜Ζܙ؏ܢͶͤࣁΖ
ؔΉͬͰ͚ΕۂࣆʤέϧΤχϓΟϱυΡϱήܗʥ�

ۃࢤ�
ΉͬͰ͚Εਬ
՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ᶆΉͬ࠸ਫ਼ड़ۂࣆࣁ�
ʀࢤௌଞ͗ఈΌΖ࠸ࢤਫ਼ඍܯժۢҮͶ͕͏ͱߨΚΗΖ༑ྒྷ͵ؔ
ࢤۂࣆ�

ॄࡄ
Ңଇ
ඇึۂࣆ
ঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙҢं�

ʀेஏ༽ஏखಚٶ;ଆ�
ʀҢंेݒઅʀౖஏ߬ʤईۜཤࢢ૮ֻʥ�
ʀेஏͶܐΖಕ࿑ɼӁ༽ਭࢬڇڛઅɼॄճࢬઅޮࢬڠઅඍ�
ʀҢଇۢҮ಼ஏٶ;ஏഛखʤ֚ҢଇۢҮ಼સͱे
༽ͶͤڛΖౖஏΝഛ͏खΖͶݸΖʥ�

ʀҢंҢͶؖ࿊͢ͱචགྷͳΌΔΗΖۂࡠॶඍ�
ʀҢंेڋҢ�

ۃࢤ�
҈ࢤસ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ஏࠬ
ඇෝ୴ۜ
�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞʙౖஏ
րྒྷۢ�

ʀஏࣰࠬࢬ�
ˠऀճࣁຌඍ૱ިۜٶ;ࡄʀ҈સިۜͶ͕͜Ζۂࣆײخؖ࿊
ԿஏຌඍԃࣁΖஏࠬͶͯ͏ͱଲেʤऀճͤࢬͳ͢ͱࣰۂࣆ
ඍۂࣆʥ�

ౖஏʀݒઅۃۂࢊ�
ஏඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ஏඍ
ਬࠬ
ඇึঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞʙؔ
�ंۂࣆ

ʀࢤ෨ʤਕॄஏۢͺܯࢤժۢҮ಼ʥͲஏ๏ޮڠରΏؔۂࣆ
ं͗ஏࠬҐྖʀࠬΝ͑ߨͶ͕͜Ζɼౖࠅࠬ๑ ��
ড় �ࡠఈਅ੧ΝͤΖͪΌͶචགྷ͵ྖʀࠬɼՎࢨߴ�

ˠౖࠅࠬ๑ �� ড় � ʁౖஏͶؖͤΖ༹ʓ͵ྖՎͶͯ͏ͱɼߴ
ౕͨʀਜ਼֮͗͠ஏࠬͳಋҐͶͺɼ֚ՎΝஏ
ࠬͳಋ༹ͶखΕѽ͓ΖΓ͑ިౖࠅ௪͗ࢨఈͤΖౕ�

ౖஏʀݒઅۃۂࢊ�
ஏඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ऀճࣁຌ
ඍ૱
ިۜ�
ಕ࿑ۂࣆ�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞ�

ʀஏ๏ޮڠର͗͑ߨಕ࿑અɼրɼरͺң࣍ʤঈઉͶܐΖۂࣆ
ͺ߳օঈۂࣆڊͶݸΖʥ�

ಕ࿑ۃ�
�՟ࡄસʀ҈ڧ
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�
�
ۃࢤ�
֙࿑ި௪ࢬઅ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�
�

� �
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ਭࢊڛ
൭خڇ
ඍۂࣆඇ
ึঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙڢۂڕ
ಋૌʙ
ਭڢۂࢊ
ಋૌ�

ᶅਭླྀࢊ௪خ൭ඍۂࣆ�
ʀਭࢊླྀ௪ؽکԿΝਦΖͪΌɼ̐झߕڕɼ̑झߕڕͺ̒
झߕڕඍ�

ʀڕࢬઅඍ�
ᶆਭࢊخڇڛ൭ؽฯસۂࣆ�
ʀߕڕʀڕࢬઅؽਏஇɼؽฯસܯժࡨఈɼߕڕʀڕࢬઅฯ
સࣆɼؽߕڕॄ༁Կʀ࠸༽�

ᶇࢬߕڕઅؽکԿۂࣆ�
ʀ߶ொΏഀͶଲͤΖࢬߕڕઅ҈સৄݗɼ҈સؽکԿɼޤଲࡨɼ
�༼࠸ॄ༁Կʀؽߕڕ

ᶈۂࡠඍۂࣆ�
ʀۂࣆىۂࡠ༼ۂࣆʤؽփΝʥݒଆɼ߬ͺึर�

ਭࢊு�
ਁྜྷඍ෨�
�ժ՟ܯ
7(/ ʁ ��������
�����

ਭࢊଡ
దؽ
ިࡨଲض
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙஏҮڢ
٠ճʙ
ಊૌ৭�

ᶅڧʀਫ਼ସܧฯસ�
ʀฯસɼγϱβশฯસɼझම๎ླྀɼ׃ױฯસɼϦεଵฯસɼ
ʀฯસʀրવɼք࣍ңܧਭਫ਼ସ಼ͤ·ٶΝڻฯસͶ͘͵Ӫڧ
༺ԜઝݬҾͳ͵Ζථླྀɼථɼॴཀྵ�

ᶆք҈સ֮ฯ�
ʀڧࠅʀਭҮࢻɼքࢻϋρφϭʖέکԿɼքೋ܉ঁٻ࿇�

ਭࢊு�
�ඍ෨ڕߕڕ
�ժ՟ܯ
7(/ ʁ ��������
�����

�
ʽۂࢊࡃܨʾ�

ึঁۜ
໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ڂݜཱིࠅ
๑ਕ
Φϋϩ
άʖʀۂࢊ
ٗढ़૱
ߑؽ
Φϋϩά
ʖऩרڇ
ఈӣӨඇ
ިۜ�
��

ʤݜࠅʥ
Φϋϩά
ʖʀٗۂࢊ
ढ़૱
ߑؽʙ
ؔۂࣆ
ं�

ʀώΨϜηΦϋϩάʖΝཤ༽ͪ۫͢ରద͵ۂࣆͶͯ͏ͱɼஏҮཱིࣙεη
τϞͳ͢ͱۂࣆՃΝͪܨҌ݇Ͳɼঁۂࣆश྅ޛۂࣆԿΝద
ͳࣰͪ͢ৄۂࣆ�

Φϋϩάʖݱࣁ
ு�
Φϋϩάʖʀ
Φϋϩάʖ෨�
Φϋϩάʖ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ਭྙు
ଇ
ͪΌ
ۂࣆඇ
ึঁۜ�
��

ʤҲࡔʥ
Φϋϩά
ʖࡔʙ
ಕැݟ
ʙؔࣆ
�ंۂ

ᶅਭྙుۂࣆՃࢩԋۂࣆ�
ʀوஏ఼Ͷ͕͜ΖۂࣆԿͶචགྷ͵ླྀྖࠬɼྖɼஏ࣯ࠬɼઅܯ�

Φϋϩάʖݱࣁ
ு�
Φϋϩάʖʀ
Φϋϩάʖ෨�
Φϋϩάʖ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ᶆஏҮཀྵմଇؖ࿊ۂࣆ�
ʀుॶཱིஏஏҮͶ͕͜ΖਭྙుॶཀྵմΝ͢ɼ࠸ਫ਼ՆΦϋ
ϩάʖͲ͍Ζਭྙు࠹ݸΝଇͤΖۂࣆ�

ᶇਭྙుઅඍߍۂࣆ�
ʀعଚઅඍࠬΝ͏ߨɼଁड़ྙͺଁుྙྖՆՃ�
ʀਭྙుࢬઅଁड़ྙͺଁుྙྖΝਦΖߍࣆ�
ᶈਭྙుࣰৄϠυϩۂࣆ�
ʀਭྙు߶ްིԿΏαηφఁݰͶͤࣁΖుઅඍࡠɼࣰৄ�

� �

国土の利用・管理に活用しうる補助金等



ʽިౖࠅ௪ʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ॄཚ
Կਬࣆ
ඇึঁۂ
ۜ�
��

ௌଞʙࢤ
132�

ʀഉࣹߏ༣ࢬٵઅΝعͪ͢༼ଚޮࢬڠઅ࠸ฦʀॄ༁ͶܐΖրर�
ʀਫ਼ݏң࣍ʀ࠸ਫ਼Ͷචགྷ͵ؽΝࢬઅ࠸ฦʀॄ༁ͳญͦͱͤΖ
͞ͳΏɼ࠸ฦʀॄ༁Ͷ͑ഉࢬࢯઅঈ٭�

�ۃࡨౖࠅ
ஏ๏৾ڷ՟�
ঘ͠͵ڎ఼ܙ
ਬܐ�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

࠸ࢤਫ਼
ਬۂࣆ
ඇึঁ�
��

ʤҲࡔʥ
ؔࢤ
ਬؽ
ʙಕߑ
ැݟʙࢤ
ۢௌଞʙ
ஏҮۜ༧
ʙΉؖؽ
ͬͰ͚Ε
ۂࣆ ʤं
�ʥۂةؔ

ᶅΉͬͰ͚ΕϓΟϱχࢩԋۂࣆ�
ʀؔࢤਬߑؽͶΓΖҐԾۂࣆΝࢩԋͤΖΉͬͰ͚ΕϓΟϱχ
ड़ࣁʀڎۜࣁड़�

ʀҲఈΦϨΠΝϜϋζϟϱφͯͯ͢ɼ֚ஏҮ՟ୌմ݀ͶͤࣁΖɼϨ
όϗʖεϥϱؔΉͬͰ͚ΕۂࣆʤϜϋζϟϱφܗʥ�

ʀέϧΤχϓΟϱυΡϱήͶΓΕۜࣁୣΝण͜Ζܙ؏ܢͶͤࣁΖ
ؔΉͬͰ͚ΕۂࣆʤέϧΤχϓΟϱυΡϱήܗʥ�

ۃࢤ�
ΉͬͰ͚Εਬ
՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ᶆΉͬ࠸ਫ਼ड़ۂࣆࣁ�
ʀࢤௌଞ͗ఈΌΖ࠸ࢤਫ਼ඍܯժۢҮͶ͕͏ͱߨΚΗΖ༑ྒྷ͵ؔ
ࢤۂࣆ�

ॄࡄ
Ңଇ
ඇึۂࣆ
ঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙҢं�

ʀेஏ༽ஏखಚٶ;ଆ�
ʀҢंेݒઅʀౖஏ߬ʤईۜཤࢢ૮ֻʥ�
ʀेஏͶܐΖಕ࿑ɼӁ༽ਭࢬڇڛઅɼॄճࢬઅޮࢬڠઅඍ�
ʀҢଇۢҮ಼ஏٶ;ஏഛखʤ֚ҢଇۢҮ಼સͱे
༽ͶͤڛΖౖஏΝഛ͏खΖͶݸΖʥ�

ʀҢंҢͶؖ࿊͢ͱචགྷͳΌΔΗΖۂࡠॶඍ�
ʀҢंेڋҢ�

ۃࢤ�
҈ࢤસ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ஏࠬ
ඇෝ୴ۜ
�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞʙౖஏ
րྒྷۢ�

ʀஏࣰࠬࢬ�
ˠऀճࣁຌඍ૱ިۜٶ;ࡄʀ҈સިۜͶ͕͜Ζۂࣆײخؖ࿊
ԿஏຌඍԃࣁΖஏࠬͶͯ͏ͱଲেʤऀճͤࢬͳ͢ͱࣰۂࣆ
ඍۂࣆʥ�

ౖஏʀݒઅۃۂࢊ�
ஏඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ஏඍ
ਬࠬ
ඇึঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞʙؔ
�ंۂࣆ

ʀࢤ෨ʤਕॄஏۢͺܯࢤժۢҮ಼ʥͲஏ๏ޮڠରΏؔۂࣆ
ं͗ஏࠬҐྖʀࠬΝ͑ߨͶ͕͜Ζɼౖࠅࠬ๑ ��
ড় �ࡠఈਅ੧ΝͤΖͪΌͶචགྷ͵ྖʀࠬɼՎࢨߴ�

ˠౖࠅࠬ๑ �� ড় � ʁౖஏͶؖͤΖ༹ʓ͵ྖՎͶͯ͏ͱɼߴ
ౕͨʀਜ਼֮͗͠ஏࠬͳಋҐͶͺɼ֚ՎΝஏ
ࠬͳಋ༹ͶखΕѽ͓ΖΓ͑ިౖࠅ௪͗ࢨఈͤΖౕ�

ౖஏʀݒઅۃۂࢊ�
ஏඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

ऀճࣁຌ
ඍ૱
ިۜ�
ಕ࿑ۂࣆ�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞ�

ʀஏ๏ޮڠର͗͑ߨಕ࿑અɼրɼरͺң࣍ʤঈઉͶܐΖۂࣆ
ͺ߳օঈۂࣆڊͶݸΖʥ�

ಕ࿑ۃ�
�՟ࡄસʀ҈ڧ
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�
�
ۃࢤ�
֙࿑ި௪ࢬઅ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�
�

� �
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ʽྜྷਭࢊʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ਭࢊڛ
൭خڇ
ඍۂࣆඇ
ึঁۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙڢۂڕ
ಋૌʙ
ਭڢۂࢊ
ಋૌ�

ᶅਭླྀࢊ௪خ൭ඍۂࣆ�
ʀਭࢊླྀ௪ؽکԿΝਦΖͪΌɼ̐झߕڕɼ̑झߕڕͺ̒
झߕڕඍ�

ʀڕࢬઅඍ�
ᶆਭࢊخڇڛ൭ؽฯસۂࣆ�
ʀߕڕʀڕࢬઅؽਏஇɼؽฯસܯժࡨఈɼߕڕʀڕࢬઅฯ
સࣆɼؽߕڕॄ༁Կʀ࠸༽�

ᶇࢬߕڕઅؽکԿۂࣆ�
ʀ߶ொΏഀͶଲͤΖࢬߕڕઅ҈સৄݗɼ҈સؽکԿɼޤଲࡨɼ
�༼࠸ॄ༁Կʀؽߕڕ

ᶈۂࡠඍۂࣆ�
ʀۂࣆىۂࡠ༼ۂࣆʤؽփΝʥݒଆɼ߬ͺึर�

ਭࢊு�
ਁྜྷඍ෨�
�ժ՟ܯ
7(/ ʁ ��������
�����

ਭࢊଡ
దؽ
ިࡨଲض
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ
ʙஏҮڢ
٠ճʙ
ಊૌ৭�

ᶅڧʀਫ਼ସܧฯસ�
ʀฯસɼγϱβশฯસɼझම๎ླྀɼ׃ױฯસɼϦεଵฯસɼ
ʀฯસʀրવɼք࣍ңܧਭਫ਼ସ಼ͤ·ٶΝڻฯસͶ͘͵Ӫڧ
༺ԜઝݬҾͳ͵Ζථླྀɼථɼॴཀྵ�

ᶆք҈સ֮ฯ�
ʀڧࠅʀਭҮࢻɼքࢻϋρφϭʖέکԿɼքೋ܉ঁٻ࿇�

ਭࢊு�
�ඍ෨ڕߕڕ
�ժ՟ܯ
7(/ ʁ ��������
�����

�
ʽۂࢊࡃܨʾ�

ึঁۜ
໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ڂݜཱིࠅ
๑ਕ
Φϋϩ
άʖʀۂࢊ
ٗढ़૱
ߑؽ
Φϋϩά
ʖऩרڇ
ఈӣӨඇ
ިۜ�
��

ʤݜࠅʥ
Φϋϩά
ʖʀٗۂࢊ
ढ़૱
ߑؽʙ
ؔۂࣆ
ं�

ʀώΨϜηΦϋϩάʖΝཤ༽ͪ۫͢ରద͵ۂࣆͶͯ͏ͱɼஏҮཱིࣙεη
τϞͳ͢ͱۂࣆՃΝͪܨҌ݇Ͳɼঁۂࣆश྅ޛۂࣆԿΝద
ͳࣰͪ͢ৄۂࣆ�

Φϋϩάʖݱࣁ
ு�
Φϋϩάʖʀ
Φϋϩάʖ෨�
Φϋϩάʖ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ਭྙు
ଇ
ͪΌ
ۂࣆඇ
ึঁۜ�
��

ʤҲࡔʥ
Φϋϩά
ʖࡔʙ
ಕැݟ
ʙؔࣆ
�ंۂ

ᶅਭྙుۂࣆՃࢩԋۂࣆ�
ʀوஏ఼Ͷ͕͜ΖۂࣆԿͶචགྷ͵ླྀྖࠬɼྖɼஏ࣯ࠬɼઅܯ�

Φϋϩάʖݱࣁ
ு�
Φϋϩάʖʀ
Φϋϩάʖ෨�
Φϋϩάʖ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

ᶆஏҮཀྵմଇؖ࿊ۂࣆ�
ʀుॶཱིஏஏҮͶ͕͜ΖਭྙుॶཀྵմΝ͢ɼ࠸ਫ਼ՆΦϋ
ϩάʖͲ͍Ζਭྙు࠹ݸΝଇͤΖۂࣆ�

ᶇਭྙుઅඍߍۂࣆ�
ʀعଚઅඍࠬΝ͏ߨɼଁड़ྙͺଁుྙྖՆՃ�
ʀਭྙుࢬઅଁड़ྙͺଁుྙྖΝਦΖߍࣆ�
ᶈਭྙుࣰৄϠυϩۂࣆ�
ʀਭྙు߶ްིԿΏαηφఁݰͶͤࣁΖుઅඍࡠɼࣰৄ�

� �
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ʽިౖࠅ௪ʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ࡄʀ҈સ
ިۜ�
ஏ֙ࢤ
ඍۂࣆ�
��

ಕැݟ
ʙۢࢤௌ
ଞ�

ᶅࢤࡄਬۂࣆ�
ʀࢤߑࡄଆԿɼेқࣟɼඅࡄஏͶ͕͜ΖڷΉͬͰ͚Ε
૱ద͵ਬ�

ʀஏਔ࣎Ͷ͕͜Ζوໝౖଆஏಊ๊ཚٶ;ஏӹয়ԿͶΓ
Ζඅ֒ࢯ�

ᶆ֙ࢤஏ࠸ۂࣆ�
ʀ֙ࢤஏࡄͶͤࣁΖɼ֙ࢤஏ࠸ۂࣆɼे ֙ۢඍۂࣆɼ
ۢ֙ࡄඍٶۂࣆ;࠸ࢤࢩԋۂࣆͲືॄ֙ࢤஏඍր
વ�

ᶇΔ͢ʀͶ͙Κ͏࠸ਫ਼ۂࣆ�
ʀ֙ࢤஏࡄͶͤࣁΖɼؽࢤΉͬ͵ཱི͖ஏɼ͘ۯϑϩ
ஏ֙ࢤॄື;ٶඍؔۯඍด;Ͷؖ࿊߁ଡద;ٶਫ਼࠸
ඍրવ�

ᶈ࠸ࢤਫ਼ۢժཀྵۂࣆ�
ʀ֙ࢤஏࡄͶͤࣁΖɼ࠸ࢤਫ਼ܯۂࣆժҌࡠۂࣆɼ࠸ࢤ
ਫ਼ౖஏۢժཀྵۂࣆɼඅ֙ࢤࡄஏౖڷஏۢժཀྵٺە;ٶۂࣆۯࡄ
ஏඍۂࣆ�

ᶉഀڎڷ఼ඍۂࣆ�
ʀഀ͖ΔࡄΝ߶ΌΖڎ఼ͳ͵ΖʰҲஏഀڎࡄ఼֙ࢤஏܙ
ࢬઅʱඍ�

ᶊࡄʀΦϋΉͬͰ͚Εٺەଇۂࣆ�
ʀࡄΏΦϋϩάʖͶଲԢ࣯ͪ͢߶͏ࢬઅݒ
ඍ�

ᶋॄ༁ࢤࢩԋۂࣆ�
ʀ֙ࢤஏࡄͶͤࣁΖɼఁોΉͬͰ͚ΕܯժۢҮ಼Ͳࣰࢬ
͠ΗΖఈॄ༁ࢤۂࣆΝҲରదͶࢩԋͤΖۂࣆͲືॄࢤ
֙ஏඍրવ�

ۃࢤ�
҈ࢤસ՟�
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�
�
ۃࢤ�
�ஏඍ՟֙ࢤ
7(/ ʁ ��������
�����
ʤ಼ત ������ʥ�

�
ʽڧʾ�

ึঁۜ
໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ஏҮఁ
ો౦ࣁଇ
ϓΟϱ
χۂࣆඇ
ึঁۜ�
��

ήϨʖϱ
ϓΟψ
ϱηਬ
ʙߑؽ
�ۂةؔ

ʀ&2� �ΖϕϫζΥέφͤݛԿͶ߫ஏҮ;ٶݰࡡ ׯ�
౹ࡨڧ૱
�ήϩʖϕׯׇ
�՟ࡃܨڧ
7(/ ʁ ��������
�����

ࣙષڧ
ඍި
ۜ�
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ�

ᶅޮཱིࠅԄඍۂࣆ�
ʀಕ࿑ɼڰɼ߁ɼԄஏɼඈೋঘԲɼܞٵॶࢬઅඍ�
ᶆࠅఈޮԄඍۂࣆ�
ʀಕ࿑ɼڰɼ߁ɼԄஏɼඈೋঘԲɼܞٵॶࢬઅඍ�
ʀਫ਼ସܧң࣍յܯۂࣆժͶخͰ͚ࢬઅඍ�
ʀࢨࠅఈॏฯۢޤͶ͕͏ͱߨΚΗΖࣙષ࠸ਫ਼ࢬઅඍ�
ʀௗړࣙષิಕඍܯժͶخͰ͚ɼޮཱིࠅԄࠅ;ٶఈޮԄۢҮͶ͕
͜Ζඍ�

ࣙષۃڧ�
ࣙષڧඍ՟�
7(/ ʁ ��������
�����

�
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ʽިౖࠅ௪ʾ�
ึঁۜ

໌স� ଲেं� ଲেͳ͵Ζखૌ� ୴෨ۃ�

ऀճࣁຌ
ඍ૱
ިۜ�
࠸ࢤਫ਼
ඍܯժ
�ۂࣆ
��

ಕැݟ
ʙࢤௌଞ�

ʀࢤௌଞ͗ࡠͤΖ࠸ࢤਫ਼ඍܯժͶخͰࣰ͘͠ࢬΗΖۂࣆ� ۃࢤ�
�ஏඍ՟֙ࢤ
7(/ ʁ ��������
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参考ウェブサイト

集落環境診断
（新潟県）
国土交通省ハザードマップポータルサイト
（国土交通省）
地理空間情報ライブラリー
（国土地理院）
所有者の所在の把握が難しい土地に関する探索・利活
用のためのガイドライン（第 2 版）（所有者の所在の
把握が難しい土地への対応方策に関する検討会）

地籍調査Webサイト
（国土交通省）
国土情報ウェブマッピングシステム
（国土交通省）
地理院地図（電子国土Web）
（国土地理院）
自然環境調査Web-GIS
（環境省自然環境局生物多様性センター）
都市構造可視化計画（福岡県 、 国立研究開発法人建築
研究所 、 日本都市計画学会都市構造評価特別委員会）
地域課題検討のためのGIS を使った表現と分析の解説
書（国土交通省国土政策局）
「これからの時代の地域デザイン」～いかす国土、ま
もる国土、つかう国土。～（国土交通省）
地域への新しい入口『関係人口』ポータルサイト
（総務省）
2018 年とりまとめ　地方への人の流れを促進し、地
域の定住人口・関係人口を増やすために（国土審議会
計画推進部会住み続けられる国土専門委員会）

森林施業プランナー認定制度ポータルサイト　認定森
林施業プランナー一覧（林野庁）
森林総合監理士（フォレスター）
（林野庁）
バイオマス活用アドバイザーによる支援活動
（一般社団法人日本有機資源協会）
「コミュニティ団体運営の手引き」～自治会、町内会、
その他地域活動を行うグループの皆さまに～（総務省）
ボランティア・NPOを知る
（東京ボランティア・市民活動センター）

URL

http://www.pref.niigata.lg.jp/minamiuonuma_k
enkou/1356807578598.html

https://disaportal.gsi.go.jp/

http://geolib.gsi.go.jp/

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/iten/shoy
usha.guideline.html

http://www.chiseki.go.jp/index.html

http://nrb-www.mlit.go.jp/webmapc/mapmain.
html

https://maps.gsi.go.jp/

http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html

https://mieruka.city/

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudose
isaku_chiikikadai_gis.html

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-
sentaku_kokudoriyou.html

http://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/

http://www.mlit.go.jp/common/001237295.pdf

http://shinrin-planner.com/data/ichiran/

http://www.rinya.maff.go.jp/j/ken_sidou/forest
er/

http://www.jora.jp/txt/bmt/adviser.html

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/c
ommunity_governance/27329_3.html

https://www.tvac.or.jp/shiru/

名称 掲載
ページ
7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8,12,14,22

20

20

20

20

20

20

20

http://www.pref.niigata.lg.jp/minamiuonuma_kenkou/1356807578598.html
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http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/iten/shoyusha.guideline.html
http://www.chiseki.go.jp/index.html
http://nrb-www.mlit.go.jp/webmapc/mapmain.html
https://maps.gsi.go.jp/
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http://www.mlit.go.jp/common/001237295.pdf
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http://www.rinya.maff.go.jp/j/ken_sidou/forester/
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http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/community_governance/27329_3.html
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「国土の国民的経営」実践ガイドブック
（「国土の国民的経営」調査検討委員会）
持続可能な社会の実現へ　「消費者のより良い選択の
ためのアクション・ガイド」
（サステナビリティ消費者会議）

CSA（地域支援型農業）導入の手引き
（国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構）
ふるさと納税ポータルサイト
（総務省）
「ふるさと投資」の手引き・事例集
（内閣府地方創生推進事務局）
スマート農業
（農林水産省）

URL

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudok
eikaku_tk3_000014.html

https://ccfs2014.jimdo.com/%E6%B6%88%E8%
B2%BB%E8%80%85%E3%81%AE%E3%81%9F%
E3%82%81%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%
AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3
%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89/

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pu
blication/pamphlet/tech-pamph/063139.html

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeis
ei/czaisei/czaisei_seido/080430_2_kojin.html

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/f
urusato/kaigi/

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/

名称

26

26

26

26

26

27

これからの国土利用・管理に対応した国土利用計画（市
町村計画）のあり方
（国土審議会計画推進部会国土管理専門委員会）

国土利用計画（市町村計画）事例集
（国土交通省国土政策局）
人口減少下の持続可能な国土の利用・管理のために～
地域自ら土地の使い方を改めて考え、選択する―取組
事例に学ぶ課題と解決の方向性～
（国土審議会計画推進部会国土管理専門委員会）

マンガでわかる！国土管理～カンタとリコの訪問記
（国土交通省）

http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo0
3_sg_000078.html

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudok
eikaku_tk3_000008.html

http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo0
3_sg_000120.html

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-
sentaku_kokudoriyou.html#manga

31

31

31

35

「2018 年とりまとめ」で提示する課題と解決の方向性
に係る主な関連事例集（国土交通省）

http://www.mlit.go.jp/common/001237230.pdf 35

まちづくり相談
（認定NPO法人日本都市計画家協会）

ICT 地域活性化ポータル
（総務省）
ロケツーリズム
（観光庁）

https://www.jsurp.jp/%E3%81%BE%E3%81%A1
%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E7%9B
%B8%E8%AB%87/

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsu
sin/top/local_support/ict/index.html

http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kanko
chi/locatourism.html

21

22

22

掲載
ページ

地域づくり人の育成に関する手引き・地域づくり人育
成ハンドブック（人材力活性化研究会／総務省）

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ji
nzai/index.html

21

住まい・まちづくり支援建築会議
（日本建築学会）

http://news-sv.aij.or.jp/shien/s2/ 21

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/jinzai/index.html
https://www.jsurp.jp/%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E7%9B%B8%E8%AB%87/
http://news-sv.aij.or.jp/shien/s2/
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/local_support/ict/index.html
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/locatourism.html
https://ccfs2014.jimdo.com/%E6%B6%88%E8%B2%BB%E8%80%85%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89/
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/063139.html
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/080430_2_kojin.html
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/furusato/kaigi/
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo03_sg_000078.html
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk3_000008.html
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kokudo03_sg_000120.html
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/fukugou-sentaku_kokudoriyou.html#manga
http://www.mlit.go.jp/common/001237230.pdf
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk3_000014.html
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